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〈ポ ・リ ，ーク リス テ ィ ン （Pawley，　Christine〕〉
　　 　　　　　　　 （図書 館一歴 史一耐 究 〉
ク リス テ イ ン ・ ポー リ ー と図書館史研 究
吉田右子 ， 川崎良孝
Christine　Pawley 　and 　the　Study　of 　Library　History，　by　YOSHIDA 　Yuko　and 　KAWASAKI 　Yoshitaka 、
　 本稿 は ア メ リ カ公 立 図 書 館 史，図 書 館 情 報 学 教 育 に 関心 を持 つ ク リス テ ィ ン ・ポーリー
の 図 書館史研 究 の 全 体 像 を明 ら か にす る こ と を凵 的 と す る 。本 稿 で は ポーリ のー 研 究 成 果
を，プ リ ン ト ・カ ル チ ャーと公 血 図 書館の 歴 史的研 究，研 究方法 論，図 書館情 報 学 の 批 判
的 研 究 と い う 3 つ の 領 域 に 分 け て 検 討 した 、ポ ーリーの 図 書館研 究 は ，プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ ーを射程 に入 れ る こ とで 図書館 史研究 の 領域 を拡張 し，図書館に対す る 批判的視点 を
図書館情報学お よ び 図書館学教育 に 照射す る こ と で 浮か び Lが る 論点を中心課題 に して い
る こ とが 明 ら か に な っ た 。
1 ．は じめに　ポーリーと研 究業績
　 ク リ ス テ ィ ン ・ポ ーリー（Christine　Pawley） は ，
ウ ィ ス コ ン シ ン 大学 マ デ ィ ソ ン校（University　of
Wisconsin−Madison ） 図 書：館情報学研究科 の 教授 兼
科長 で あ り，現代 ア メ リカ ・プ リン ト ・カ ル チ ャー
史セ ン ター（Center　 for　 the　History　 of 　Print　Cul−
ture　 in　 Modern 　America ）の 所長 で あ る 。 2006年
に ウ ィ ス コ ン シ ン 大学 へ 移籍す る 前は ア イオ ワ 大学
図書館情 報学研 究科 の 教授 を務め ， 書籍研 究 セ ン
タ 　ーCCenter　for　the 　Book ） の セ ン ター長 を兼務 し
て い た e ポ
ーリーの 研究領 域 は，プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ ーl！tア メ リ カ 公立 図書館 史，図書館情報学教
育な どで あ る 。
　図 書 館 史研 究 に お い て は ，ハ リ ス （Michael　H ．
Harris）が 民 主主義機関 と して の 図書館像 に か か
わ る，＃硫 文化中心の 固定的な認識へ の 批判的視座
を提示 し，その 後の ア メ リ カ公立図書館 史研究は，
ハ リス の 「修正解釈 」 を踏 まえて 展開 され て きた誓
1980年代 以降 ， ア メ リカ 公立書館 史研 究 を先導 して
きた ウ ィーガ ン ド（Wayne 　A ．　Wiegand ）は ，修正解
2〔〕ll年 ユ 月 3 目受埋
よ しだ 　ゆ う こ　 筑波 大学 大学 院図 書館 情報 メ デ ィ ア 耕 究科
か わ さ き　 よ した か 　京都 大学大学 院教 育学研 究科
釈を踏 まえ，図書館史研究の 対象を読書や 多様な読
書機 関 に 拡張 した上 で，それ らの 様態 を批判的 に 分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ミ
析する プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー研究を主張 して い る 。
ウ ィーガ ン ドか ら博士論文の指導を受けた ポーリー
の 研究 は，ウ ィ ーガ ン ドの 影響 を強 く受 け て い る。
プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ーと 図書館 の 接点 と なる領域 で
精力的に研究を展開し て い る ポーリーの 研究 をみ て
い くこ とで ，ア メ リ カ に おける 図書館史 の 批判的研
究 の 到達点 を浮か び 上が らせ る こ とが可能 と な る v
　ポ ーリーの 主要 な業績 を一覧にする と次の よ うに
なるぎ
  1996 ［P − 1 ：博士論文］ 「中部 辺境地域 で の 読
　　　書 ：ア イ オ ワ州オ セー ージ に お ける プ リ ン
　　　 ト ・カ ル チ ャ ー，1870年 一1900年 」
  1998［C − 1 ：雑誌論文」「ヘ ゲ モ ニ ーの侍女 ；
　　　 「階級 とい う視座」 か ら み た 図書館情報学
　　　 カ リ キ ュ ラ ム 」
  1998「P − 2 ：雑誌論文］「何 を どう読む の か ：
　　　 1870年か ら1900年の ア イオ ワ 州 オーセ ージ
　　　 の 若者の 読書に関する社会基盤」
  1998［P − 3 ：単行書論文］ 「ビ リ ヤ ードよ り良
　　　 い もの ：1890年 か ら工895年 の ア イオ ワ 州
　　　オーセ ージにおける読書 と公 共図書館」
  2000［P − 4 ：雑 誌論文］ 「ア ク セ ス へ の 唱導 ：
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March 　 2C〕ll
　　　ル ーテ ィ ・ス ターン ズと ウ ィ ス コ ン シ ン 図
　　　書館委員 会の 巡回文庫，1894年一1914年 1
  2001［P− 5 ：単著］「中部辺境地域 で の 読 書 ：
　　　 19世紀 末 の ア イ オ ワ 州 オ ーセ ージ に お け る
　　　 プリ ン ト・カ ル チ ャ ー1
  200ユ［P − 6 ：雑誌 論文］ 「読 書対赤 い 雄 牛 ：民
　　　 卞 主義の 文化的構築 と冷戦期 ウ ィ ス コ ン シ
　　　 ン の 公 立 図書館」
  2〔X）2 ［M − 1 ：雑 誌論文］ 「意 義 を 見 出 す ：現 実
　　　 の 読者 と特定 の 読書 コ ミ ュ ニ テ ィ 」
  2003LM − 2 ： 中、行書論文］「 『文化 の 使徒 』 を
　　　読 む ：「図書館史 」 の 政 治 と歴 史的方法論」
  2003　LM− 　3 ：雑誌論文］ 「批判 的実践 と 関係性
　 　　 と し て の 歴 史研 究 ：ア イ オ ワ ・プ ロ ジ ェ ク
　　　 トに おけ る カ ーネ ギ 一ー図書館 」
  2003 ［C − 2 ：雑誌 論文］ 「情報 リ テ ラ シ ー ：矛
　　　 盾した結合」
  2005［C − 3 ：雑誌論 文］「ゴ ーマ ン の 防 御 ：
　　　 ジェ ン ダーと大げさな嘘 」
  2005［C − 4 ：雑 誌論 文］「図 書館 情報学 カ リ
　　　 キ ュ ラ ム に お け る 歴史 ：議論 の 概要 」
  2006LM − 4 ：雑誌論文 ］「読者 の 抽 出 ：図 書館
　　　 の 経験 」
  20e6 ［P − 7 ：雑 誌論 文］「人種 ・読 書 ・ア イ オ
　　　 ワ州デ モ イ ンの 愛読者ク ラ ブ 」
  ．2006「C − 5 ：雑誌論文］ 「不平等 な 遺 産 ：図書
　　　 館情報学カ リ キ ュ ラ ム に お け る 人種 と多文
　　　 化主義」
  2006［P − 8 ：単行書論文 】「優 良児 ・で きの悪
　 　　 い 赤 ん 坊 ：女性 ・活字文化 ・ドア ・キ ウ ォ ー
　　　 ニ ー地域図書館　1950− 1952年」
  2007 ［P − 9 ：単行書論 文］「ブ ッ ク モ ービ ル の
　 　　 バ イ オ レ ン ス ：ア メ リ カ 公 立図書館 と 読者
　　　 の 創出」
  2008［M − 5 ：雑 誌 論 文］ 「小 規 模 財 源 で の 成
　　　 功 ：現代 ア メ リ カ ・プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー
　　　 史研究 セ ン タ 」ー
  2009［M − 6 ：雑誌論文］ 「市場 モ デ ル と抵抗 を
　　　 超え て ：読書の 歴 史に お け る 中間層 と して
　 　　 の 機 関 」
  2010［P 一ユ0 ：単著］「読書 の 場所 ： リテ ラ シ ’ー−t
　　　 デ モ ク ラ シ … ・冷戦期の ア メ リ カ公 立図書
　　　 館」
注 ｝
「P 」 は プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ／ー 公立 図 書館 の 歴 史研 究，
吉 田，川崎 ； ク リス テ ィ ン ・ボ 屮ー 一と図 者館 史研 究
一
MI は 方法 論，「C」 は 図 書 館．1青報学 の 批 判 的研 究 に 関
する 文献で ある、
　本稿 で 上記 の 業績 をζ察す る に 当 た っ て ポーリー
の 研究成果を，プリ ン ト ・カ ル チ ャ ー／公立図書館
の 歴 史的研究 （P ），研 究方法論 を扱 っ た 論 文（M ），
図書館情 報学 の 批 判 的研 究 （C），とい う 3 つ の 領域
に 分 け て考え て い くこ とに した い ， 1番目 は実証的
T一法 を用 い た 歴 史研究 が 該当す る。 2 番日 は 図書館
お よ び プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ーをどの よ うに研究す る
の か と い う方法論 の 部分 に焦点 を当て た論文で あり，
図書館へ の 批判的視座 とい う点に お い て ，第 3 の 領
域 に もかか わ っ て くる 。第 3 番目は 図書館 に 対 す る
批 判 的視点 を，研 究領域 で あ る 図 書館情報学 と実践
領域 で あ る 図書館 学教育 に 照射す る こ と に よ っ て ，
浮 か び 上 が る 課 題 や 論点 を 検討 す る領 域 で あ る 。
　本論文は，こ の 3 つ の 領域 の代表的な研究 をた ど
りなが ら ， ポ
ー
リーの 図書館情報学研究の 全体像を
明 らか に す る こ とを目的 とする，
2 ．プ リ ン ト・カ ル チ ャ ー／公立図書館 の 歴 史
　　研究
　ポーリーの 図書館史研究／ プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー
の 研 究業 績 は ， 2 つ の テ ーマ に 大別す る こ と が で き
る 。 1 つ は ア イオ ワ州オーセ ージ ・コ ミ ュ ニ テ ィ の
読書 を扱 っ た 研 究で あ り，ポ ーリーの 歴 史研 究 の 出
発点 とな っ て い る 。
　ポーリーは 1996年 に 博士論文 「中部辺境地域 で の
読書 ：ア イオ ワ州オーセ ージ にお け る プ リン ト ・カ
ル チ ャ ー，1870年 一1900年 』 （P − 1 ） を 執筆 し，こ
の博．十論文は ，2001年に若T 内容 を変史 して 出版さ
れ （P ．5）。また ポ ーリーは 博士論文 の 分 析結果 を
用 い て 「何 を ど う読 む の か」 〔P − 2 ）と 「ビ リヤ…
ド より良い もの 1 （P − 3 ） とい う 2 つ の 論文 を執筆
した。2006年の 論文 1 人種 ・読書 ・ア イ オ ワ州デ モ
イ ン の 愛読者 ク ラ ブ 」 （P − 7 ） は ，コ ミ ュ ニ テ ィ
の 読書グ ル ープを扱 っ た研究である 。
　 ポ ーリ のー プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー／公立図書館研
究 の もう1 つ の 柱 は ウ ィ ス コ ン シ ン 州 を対象と し た
巡回文庫 とブ ッ ク モ ービ ル 活動 をテ ーマ とす る 研究
で あ る 。
「
ア ク セ ス へ の 唱導」 （P − 4 ），「読書対赤
い 雄牛 1 （P − 6），「優良児 ・で きの 悪い 赤ん坊 」 （P
− 8 ），「
．
ブ ッ ク モ 一ービル の バ イオ レ ン ス 」 （P − 9）
が 該当 す る 、，そ して こ れ ら の 論 文 を 含 め た ウ ィ ス コ
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　図書館界
ン シ ン 州 ドア 半島の 住民 の 読書と図書館 をめ ぐる俯
瞰図を描 き出した 『読書の 場所 』 （P − 10）を2010年
に ヒ梓 した 。
2．1　 「中部 辺境地域 での読書 ：ア イオ ワ 州 オ ーセ ー
　　 ジ に おけ る プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー，1870年一
　　 1900年』
2．1．1 プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー研 究 の 出発点
　ポ ーリーが ウ ィ ス コ ン シ ン 大学に 博士号請求論文
『中部辺境地域 で の読書 ：ア イ オ ワ州オ ーセ ージ に
お け る プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー，1870年 一／900年 』 （P
−− 1 ）
s1，
を提 出 した の は 1996年で あ り，こ の 博士論
文は 2001年に マ サ チ ュ ーセ ッ ツ 大学 出版局か ら 「中
部辺境地域 で の 読書 ：19世紀 末の ア イ オ ワ州 オ ー
セ ージ にお け る プ リ ン ト・カ ル チ ャ 』ー （P − 5 ）
と の 書 名 で 刊行 され て い る1／’章立 て な ど に 少 し変
化が ある もの の ， ほ ぼ 博：士論文 の 記述が 踏襲 され て
い る c
　ポーリーは教育，宗教牛活，読書 ク ラ ブなどの 原
資料を分析 して ，一般住民 の プ リ ン ト資料 の 使用 を
解 明 して い る。資料 と して は 図書，新聞 ，雑誌 は も
ちろ ん プ ロ グ ラ ム，カ タ ロ グ ，ポ ス ター，お知 らせ ，
案内 や 招待 カ ード．切符 な ど，それ に 図書館 の 資料
購入記録や貸出記録 も活用して い る 。 そ して プ リ ン
ト資料 と 日常 牛 活が 交わ る 場 と し て は，職場 ， 教会，
学校，家庭，自発的団体，そ れ に図書館な どを取 り
上 げた。
　第 1章 「『プ リ ン ト資料を求め て 』 ：中部辺 境 で の
読書 1 で は，19世紀後半 の オーセ ージ に おけるプ リ
ン ト資料 の 入手方法 ， 読書 につ い て の 当時 の 態度 な
どを記 し，さら に オーセ ージで の 階級，民族，宗教，
政治 に つ い て 記 して い る。1870年か ら1900年 の あ い
だ に
，
オ ーセ ージは入植地か ら起業や 専門職に携わ
る 多様な住民か ら構成 さ れ る コ ミュ ニ テ ィ に な り，
上層に は英語を母語 とす る プ ロ テ ス タ ン トが，下層
に は最近 の 移民労働者，特に ル ター派 の 住民が い た 。
禁酒 とい う中産階級 の 理想 に応 じて ， 教会，学校，
自発 的 グ ル ープ ， そ れ に公立図書館が，社会的な交
わ りの 場 として の 酒場に取 っ て代わ っ た 。 階級，宗
教，民族，ジ コ ンー ダ ー，年齢が コ ミ ュ ニ テ ィ の 社会
的基盤 と市民の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を形成 し，こ れ ら
が住民 の 読書 に 影響 を与える一方で ，読書が社会的
基盤と
．
市民 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 育成に 跳 ね 返 り，
相互 関係に あっ た1）
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　第 2章 「『世界へ の 窓』 ：地元新聞」 は，最 も読 ま
れ て い た プ リ ン ト資 料と思 わ れ る 地元 の 新聞の 記 事
の 内容 ，新聞の 対象者，寄稿者，新聞自体の 役割 の
把握とそ う した役割 の 実彳丁方法な ど を 明 ら か に して
い る 。 地元新聞 は 「真実 1 や 「正確さ」 を犠牲 に し
て まで も，ビ ジネ ス 職 や 専 門職 の 利益 を代弁 して お
り，新聞 を担 い 新 聞 に 寄稿 して い る の は，英語 を母
語 と す る プ ロ テ ス タ ン トの 白人男性 で ，豊かな人 び
と で あ っ た 。 英語が 母語 で な い 移民 ， 貧 しい 人 ， ア
フ リ カ系ア メ リカ 人な ど の 関心 は疎外され，女性 に
つ い て は ヴ ィ ク トリ ア 朝時代 の 女性像 が 強調 され た。
地元新聞は，共通の 価値で コ ミ ュ ニ テ i を定義 づ け
る 役割 を果 た す と 同時 に，そ こ か ら排除 さ れ る 住民
との 境界を設定 し た 。 また 新聞同士 も敵対的 な関係
に あ っ たため ，住 民 は新聞 を読み記事に賛同／拒否
す る こ とで ，コ ミ ュ ニ テ ィ に おけ る特定の 社会的価
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど
値 の 設定 に関わ っ て い た 。
　第 3 章 1『天 国 の 前触れ 』 ：学校と教会で の読書 」
で は学校と教会，第 4 章 「『愛 と友愛の 関係」 ： 自発
的団体 」 で は 自発 的団体で の 読書を扱 っ て い る 。 前
者 に つ い て は 公 立学校 な ど の 生 徒 が 用 い た 読書資 料
を分析 し，また有力な教師の 読書観を検討 した 。 さ
ら に教 会 や 日 曜学校 で の 読書資料の 配付 を扱 い ，世
俗の 日常牛活が織 り込 まれ た 宗教的 IU；．”観 に つ い て
も検討 して い る 。
　 こ れ ら の章で は グ ル ープ読書が取 り上 げられ て い
る 。教 会 で の グル ープ読書 は ，自派 の 宗教 的価値 を
補強 し，他派 との距離 を開 くこ とに な っ た し，そ こ
に 人種 ，民族 ，ジ 匚ー ン ダーの ア イデ ン テ イ テ イ の 補
強が加わ っ た りしk ，学校 で の グ ル ープ読書 は 教 員
に よ る統制，グル ープへ の 一体感を持たせ る が ，教
科書 な ど の 教材 の 導 入 は 同時 に 個 人的な楽 し み と達
成 の ため の 源 と して の 読書 も奨励す る こ と に な る ，
学校 ・教会で の 読書は中産階級 の 道徳的性格 の 獲得
を意味 し，プ リ ン ト資料 は 既 定 の プ ロ テ ス タ ン トの
伝統的価値を補強す る と 同時に ， 個人的な読書 の 喜
び を味わ っ た り，自己向上 を促 して個人 の 知的成長　　　　　　　　　　　 n　
をもた らす手段 で もあ っ た 二
’
　第 5 章 「「利益 と 祝 福』 ：セ ージ 図 苫館」 で は，
オーセ ージ図書館 で の 図書登 録記録 と貸 出記録 ， 国
勢調査 デ ータを関連 づ ける こ とで ，地元 の 公立図書
館 の 利用者 を分析 し，利用者 の 年齢 ，ジェ ン ダー，
階級 ，民 族，宗派別構成を解明し て い る 。 英国に 源
を持 つ プ ロ テ ス タ ン ト教会の 教会員，若者，それ に
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中産階級 が ，図書館を もっ ともよ く利用 し て い る が ，
同時に男性，高齢者，経済的に豊か で な い 住民 も，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IOI／
か な り図書館を利 用 して い た。
　第 6 章 「『図書館 で の 読書』 ：利用者に よ る 読 書資
料 の 選択 1 は，個 々 の 利用者に よる実際の 読書資料
の 選択 を扱 っ た章 で ，博 ヒ論 文 の 最 も中核 的 な部分
で あ る 。 図書館界 や文化的識者は 公立 図書館の役割
と し て教育的な役割や ハ イ カ ル チ ャ 一ーの 役割を掲げ
るが，実際 の 貸 出記録 の 分析 は こ う した崇高な」ヨ的
と は 異 な っ た結果 に な っ て い る、図 書 選 択者 は 利用
者 の 好 み に したが っ て 図書 を選択 し，ロ マ ン ス と
い っ た 類 の 図苦 が 多 くな っ て い る 。 ま た貸出 さ れ た
図 書は基本的 に，図書館利用者 の 圧倒 的多数が 攴持
する プ ロ テ ス タ ン ト的な 理念や 中産階級 の 価値 を 反
映 し て い た 。 さら に そ の 内容を ミ ク ロ に分析す る と，
ジ ェ ン ダーや 年齢 に 関 わ る 読書 の 通説 が 必ず しも当
て は ま らな い 多様な読書様態が 浮かび上 が っ て く
る1’ 1
2．1．2　考察 ： コ ミ ュ ニ テ ィ の 読書様態 の 解明
　前項 で 見 て きた 『中部辺境地域 で の 読書．：ア イ オ
ワ 州 オ ーセ ージ に お け る プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー，
1890年 一1900イト』 は 19世 紀後半 の ア イオ ワ 州 オー
セ ージ を対象 として， コ ミュ ニ テ ィ に おけ る 読書 の
様態 を総 合的 に解明 した もの で あ り，ポ ーリーの 研
究 関心 と方法論 の 特徴が 明確 に現 れ て い る 。 研究関
心 の 点で は ， 図書館に留 ま ら ず 「コ ミ ュ ニ テ ィ の 読
書 」 とい う包括的な テ ーマ が設定 され て い る こ と，
研究方法 の 上 で は ，　
・次史料 を用 い て 実証的 な分析
が な され て い る点が 重 要で ある 。
　読書 の 実践 は 図書館 内 に お け る 最 も重要な営為 で
ある 。 し か し なが ら こ れ まで の 図書館研 究は ， 読書
を図書館 サービ ス の 提供側 の 視点か らと らえ る に と
ど ま っ て きた 、 つ ま り利 用者 に対 して 図書 館が提供
す る様 々 な サ ービス ，た とえば読書振興 の 方策，読
書相談，児童 を対象 と し た読書指導に 関 して研究が
行 われ て きた もの の ，利 用統計 に かかわ るマ ク ロ な
調査は 別 と して ， サービ ス 対象 と なる利用 者側 の 読
書行為に つ い て は，ほ と ん ど分析 され て こ なか っ た
の で あ る a
　 ・方，他分野 で は読書実践 に か か わ る 研究が活発
に行われ て きた 、 た とえば読書をめ ぐる読者の心理
的 な問題 に つ い て は 読書科学 や 心理学 の 領域が，読
書の 内容 や 書物 の 受容に つ い て は 文学 の 領域 に お け
　 　 111
．
田，III崎 ： ク リ ス テ ィ ン ・ポ・リ とー図 書 館 史liil究
る読者論や メ デ ィ ア 論が ，読書 の 歴 史に つ い て は 歴
史学がそれぞれ詳細な分析 を行 っ て きた ，　 ・方，図
書館 は 読書行 為 を中心 に 抱 え た機関 で あ りなが ら，
図書館学が 読書行為自体 に 切 り込む こ とは ほ とん ど
なか っ た の で あ る、t それ ゆ えポーリーが図昌：館 にお
け る 利用者 の 読書実践 を は じめ て 真 匠面 か ら取 り L
げ，こ れ まで 図書館サ ービ ス の 対象者 と して 図 書館
側か ら と らえ られて きた 利用者 を，利用者側 か ら 描
い た 点は，図書館情報学研究 へ の 貢献と して 認め ら
れ る。ポーリ ーの 研究成果 は 次 の 3 点か ら評価 で き
る 。 （1）図書館 の 中核的活 動 で あ る 読書 実践 を，実
証 的 に 明 ら か に し た こ と，（2）図 書館 を含め 研 究対
象 をコ ミ ュ ニ テ ィの 読書空 間 に 拡張す る こ と で ，図
書館情報学の 領域 そ の もの を拡張 し た こ と，C3）読
書実践をめ ぐる研究に お い て ，図書館学 と他領域 を
架橋 した こ と で あ る ．
　ポーリーは分析対象と な っ たオーセ ージ ・コ ミ ュ
ニ テ ィ の 読書 をめ ぐる空間 を，学校教育，公立図書
館，教 会活動 に 関 わ る 読書や 退役軍 人協会（Grand
Army 　of　the　 Republic＞，女性禁酒 同盟 〔Woman
’
s
Christian　 Temperance 　 Union ：WCTU ），女性 参
政権協会（Woman 　Suffrage　Society〕な ど，地元 団
体や 地元 の 新聞社な ど複数機関の 活動が交錯す る場
と して と らえて い る 。 また 読書実践 を行 う利 用者 の
属性 を一一次史料を用 い て 突き止 め ，利用者の ジ ェ ン
ダー・階級 ・出身地 ・宗 教，政治的立場な どの 多様
性 を 明 ら か に した 。 コ ミ ュ ニ テ ィ に 存在す る 複数 の
読書機会と読み 手の 多様 「生を重ね る こ とで ，コ ミ ュ
ニ テ ィ の 読書実践 の 全体 像 を浮 か び 上 が らせ る こ と
が，ポ ーリーの 研究戦略で あ っ た とい え よ う、，
　ポ ーリーは 「高級 文化対低級 文化 」，「男 性 の 読書
対 女性 の 読書 」 ， 「エ リートの 読書対非 エ リートσ）読
書」 とい っ た既存の 図書館利用著を説明する 言説が ，
現実 の 読書 の 状況 と乖離 して い る こ とを明 らか に し
た ，そ して 対立 的 に と らえられ て きた こ れ らの 要素
が ，読書行為 の 中で 排他的 に作用するの で は な く，
個 人 の 中で 相 il
．
に 交換可能な柔軟な条件 とな っ て い
る こ とが示 されな，つ まりポーリーの研究 に お い て，
利用者は高級 文化 ， 低級文化を 自由に行 き来する 白
由な存 在 と し て 描か れ て い る 。 プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ ー史／ 図書館 史研究 で は ，ジ よ ン ダー，階級 ，
宗教，民族 とい っ た 分析軸が，既存 の 図書館研究 を
実証 的 に 批判す る た め に使わ れ て い る の で ある が ，
そ うした 方法論 ヒの 試 み もポーリーの 研究成果とと
395
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らえて よい だろ う。
　ポ ーリーの 研究に つ い て の 視点 や 問題意識 に つ い
て考え て い く上 で，博士論文に書 き込 まれた基本的
な研究 の 視座が役立 つ 。ポ ーリーは 博．【：論文 の 「は
じ め に 」 の 冒頭 で ，シ ャ ル チ ェ （Roger　Chartier〕
「苦物 の 秩序 』か ら以 下 の 文 を抜粋 し て掲げ て い るLX
　読書は い つ も 所作 ， 空 間 ， 習慣の うち に 具象
化す る もの で あ る と見なす必要が あ る。……読
み方 の 歴 史は……読者共 同体や読書 の 伝統的方
式の各 々 の特色を明 らか に し なけれ ばな らな い 。
　読書 は H常 的な行 為 で あ り， 現在 で は 普遍 的な行
為 ともい え る が ，そ の 実態，とりわけご く普通 の 人
び との読書実態に つ い て は，ほ とん ど解明され て い
な い ，、ボ ーリ ーの 関心 は シ ャ ル チ ェ が い う読者共 同
　 　 　 　 　 　 　 131／
体 の 解明 に ある 。
　 さら に ポーリーは 1970年代か ら興隆して きた ヴ ォ
ル フ ガ ン グ ・イーザ ー（Wolfgang　lser） な ど の 読者
反応理論 を援用 し，受身的 な 読者か ら積極的な読者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i4）
へ と い う捉 え 方 の 移行 を指摘 し て い る 。 ス タ ン
リー ・フ ィ ッ シ ュ （Stanley　Fish ） も また テ ク ス ト
の 解 釈につ い て ， 酬 究対 象をテ クス トや 個々 の 読者
よ りも，社会的グ ル ープ へ 移行する こ と強調 した15〕
こ こ で は 「解釈共同体」 と い う考えが重 視 され る。
　ポ ーリーは 自身が研 究を行 う19世紀 に つ い て ，ア
ン トニ オ ・グ ラ ム シ （Antonio　Gramsci）（1891〜1937）
の 社 会理 論を適用す る 、，グ ラ ム シ は，近代 国家が 直
接支配す る 構成装 置と して の 「政治社会 1 と，支 配
階級 が知的 ・道徳的指導を通 して被支配階級の 自発
的同意を獲得す る ヘ ゲ モ ニ ー装置と して の 「市民社
会」 と を区別 し，それ を統一的 に把握 しよ うと した 。
ポ ーリ ーは そ うした 支配 が ， 少な くとも部分的 に は
プ リ ン ト資料の 生 産 と ア ク セ ス へ の コ ン トロ ール に
よ っ て なされ て い る と把握 する。しか しポ ーリーは
一方 で は，こ の 支配的な イ デ オ ロ ギ ーの 過度の 強調
を戒 め て い る。とい うの は 被 支配者 自体 が選択 や 統
制 の 空 間を牛成 して い る こ とを見逃 して しまうか ら
　 　 　 ta／
で あ る。
　資本 ギ義 イデ オ ロ ギ ーが支配 を達成する 1 つ の方
式 と し て ， 制度 の 創 出 が あ る 。 会社，銀行 ， 保険会
社とい っ た経済的な制度，教会，学校，大学 とい っ
た社会的制度は ，産業資本主義国家 の 基盤 の 一部 と
して ，階級形成 の 過程 で 発展 して きた ，， 20世紀の 図
396
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書館は 19世紀の 産業化 と階級形成か ら出現 して きた
もの で あ る17丿中産階級は 強み （asset ）を制度か ら引
き出 した 。 こ うし た 「強み 」 は物理的な資産だけ で
な く，技量，教育，組織，道徳 を含ん で い た 。 19世
紀 末 に な る と，中産 階級 は こ うした ・連 の 「強み」
を維持する た め に ，多 くの 活動 に 参加 を 開始 し ， そ
こ に は専 門的お よび ビ ジネ ス の 凵常的業務 に携 わ る
こ と
，
お よ び 教会 ・公 立 学校 の 運営 な ど の コ ミ ュ ニ
テ ィへ の 参画が含まれ て い た 。 こ こ で ポーリーが 強
調 した の は，階級 の 形成 と再生産 は 人 び と の 日常 牛
活の な か で行わ れ る と い う点で あ り，そ れ ゆえ階級
を固定的 な範曉 と して捉え る こ とで は な く，関係性
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユs ／
の な か で み て い くこ と が重 要 なの で あ る 。
　ポ ーリーに よ る と，こ れ まで の プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ ーの 歴史研究 は，文学的な評価が高い 歴史的な
作 品 の テ ク ス ト1「体 の 解釈 か，あ る い は 製紙 製本，
印刷技術 など図書 の 物理的側 面 の 研 究（book　arts ）
に 限定 され て い たy当然そ う した研究に ポーリーは
批 判的 で あ り， 階級や ジ ュ ン ダーを視 野 に 入れ つ つ ，
シ ャ ル チ ェ が い う読者共同体 を浮 か び上 が らせ よ う
とする 試み が 『中部辺境地域 で の 読書 ：19世紀末の
ア イ オ ワ 州 オ ーセ ージ に お け る プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ
ー
』 で あ っ た 。
2．2　『読 書 の 場所 ： リテラシー， デ モ クラ シー， 冷
　　 戦期ア メ リカ の 公立図書館』
2．2．1 プ リ ン ト ・カ ル チ ャ 研ー 究 の 結実
　 ポーリーが博士論 文完成後 に取 り組 ん だ 研 究 は，
ウ ィ ス コ ン シ ン 州の 公 立 図書館史で あ っ た ，2〔〕10年
に刊行 された 『読書の 場所』 （P − 10＞は，10年 に わ
た る プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー／図書館 史研 究 の 成果 で
　 　 2o）
ある c
　同書で は研究方法 と して 「ウ ィ ス コ ン シ ン 歴史協
会文書 」 （Wisconsin　Historical　Society　Archives），
「 ドア ・キ ウ ォ ーニ ー地域 図書館実証 実験 ユ950−
1952」 （Door−Kewaunee 　Regional　Library　Demon −
stration ，1950 − 1952） に 含まれ る 図書館 の 貸出記
録 5，822件（内227件は判読不 口」
．
能で あ っ た た め デ ー
タ と し て使用 せ ず）の分析お よ び関係者 26名へ の イ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21）
ン タ ビ ュ ーが 用 い ら れ て い る c ア メ リ カ の 特定地域
の 「普通 の ア メ リ カ 人」 （ordinary 　Americans ）の
読書実践 を明 らか に す るた め に は ，こ れ ら の 一次史
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コの
料 を 分析す る こ とが 最 も有効で あ る 。
　 第 1章 「リ テ ラ シー論争 ：議論 と危機」 で は，研
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究の 背景と研究方法が論 じ られ て い る 。 1949年 9 月
に ウ ィ ス コ ン シ ン 州議会は ウ ィ ス コ ン シ ン 州公 立図
書館委 員会（Wisconsin　Free　Library　Co 皿 mission
以 「　WFLC ）が既 存 の 図書 館 6 館 と 2 台 の ブ ッ ク
モ ービ ル を 使 っ て ， 農村地域 の 図書館サ ービ ス に 関
す る実証実験 を行う こ とを可決 し，1950年か ら 3年
問にわた り ドア ・カ ウ ン テ ィ，キ ウ ォ ーニ ー ・カ ウ
ン テ ィ は 図書館サ ービ ス を享受 した 、，図書館 サービ
ス は 成功 を 収 め た に も関 わ らず， 3 年後 に 行 わ れ た
住民投票で ドア ・カ ウ ン テ ィ は 図書館の存続 を決め ，
キ ウ ォ ーニ ー ・カ ウ ン テ ィ は 廃止 を決定 した 望第 1
章で は 図書館 芝持派 と非 攴持派 の住民対立 ，図書館
サ ービ ス を仕掛 けた WFLC ，政 治 家，教 育者，司
吉 の 目的や理念が 交差す る コ ミュ ニ テ ィ の 読書を め
ぐる 構図 が描か れ て い る響
　第 2 章 「農村地域 の 読書の 地理学」 で は民族，階
級，ジ ェ ン ダ ーと い っ た 居住者の 特徴が 論 じ ら れ て
い る 。 ドア半島の 場合，北部で は リテ ラ シ ーを重視
す る 傾向があ る　・方，南部 は 読書 に な じみ の ない 住
民 が 多 く， こ れ が 図書館サ ービ ス の 普及 と 図書館
サ …ビ ス 存続 に つ い て の 住民投票 に 作用 した151
　第 3章 「ウ ィ ス コ ン シ ン 構 想 に よ る読 者 へ の 到
達 1 は，ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の 初期の 図書館活動の 中
心 と な っ た WFLC の 指導 者 ， ル 一ーテ t ’ス ターン
ズ （Lutie　Stearns） に焦，白：を当て て い る、，ス ターン
ズ は 1896年に農村地域 を対象 と し た巡 回文庫を開始
し，そ の 数 は 1914年ま で に 1，400 に達 し，こ れが ウ ィ
ス コ ン シ ン 州 の 公立図書館 の 基盤 とな っ 罵
δ
　第 4 章 「読 書 ：誰 が何 を」 で は ，ド ァ ・カ ウ ン
テ ィ とキ ウ ォ ーニ ー ・カ ウ ン テ ィ の 読書実態を検討
して い る 。 WFLC の メ ン バ ーは男性が多 く，実証
実験 をデ モ ク ラ シ ーの 育成 と 成人市民 の 利用 を
．
ドた
る 目標 に 掲 げて い た 。 　
一
方 ，図書館員 は 年代 ，性別
を問わず読者 を育成す る こ とを重 要な役割 と認識 し
て お り，両者 の 溝 は 児童へ の サービ ス とい う点 に表
出 し た17’1950年と1951年 の 統計で は ，図書館 とブ ッ
ク モ
ービ ル を合わせ た貸出 の うち，30パ ーセ ン トが
成人 で あ っ た が ， ブ ッ ク モ ービ ル で は 約90パ ーセ ン
トが 児童へ の 貸 iihで あ っ た 。 ま た 成人 の 貸出 の うち
95パ ーセ ン トが女性 で あ り，明 白な利用者の偏 りが
あ っ た ぎ
　 第 5 章 1子 ども，教師，農村の 学校 」 で は，農村
地域 の 学校 と読書の 関係性が論 じ られ て い る 。 ウ ィ
ス コ ン シ ン 州で は 学 校 区 の 統 合 に よ り統 合 学 校
　　 占
．
田，川崎 ：ク リス テ f ン ・ポ リーーと図書館 史研 究
（consolidated 　school ）化が 進め られ て い た もの の ，
ドア 半島で は 1950年時点で 114校 の うち75校が 複式
学校（one −room 　school ）で あっ た 。 ほか に教区学校
が 4 つ あ っ た19，ア ル ゴ マ （Algoma ） に ある ドア ・キ
ウ ォ ーニ ー ・カ ウ ン テ ィ 師範学校（Door−Kewaunee
County　Normal　School）は，農村 地域 の プ リ ン ト ・
カ ル チ ャ ーの 基盤 の 構築と 再生産に 寄与 し，農業普
及活動や 図書館，ボ ラ ン テ ィ ア 団体 ，ス カ ウ ト運動
と連 携 し， さ ら に そ れ ら の 団体 の 活動拠 点 と し て の
役割も果た したぎ図書館 を持たな い キ ウ ォ ーニ ー ・
カ ウ ン テ ィ 農村部 と ドア ・カ ウ ン テ ィ の 南部 の 児童
に と っ て ブ ッ ク モ ービ ル は 唯一の 図書館サ ービ ス で
あ っ た即利用 者の 子 ど もを通 じ親 も図書館サ ービ ス
の 恩恵 を受け，ブ ッ ク モ ービ ル が 地域全体の 読書機
会 を拡張 し，農村地帯に お い て 図 書館と学校 シ ス テ
ム は相互 に結びつ き，相互 の 文化的お よび教育的価
値を強化 し合 っ て い た野
　 第 6 章 「何を読むの か ：了・ど もの選択．1 で は，児
童 の 図書選択が実 1祭 の 貸出記録 に 基 づ い て 検証 され
て い る 。 貸出 記録に よ れ ば男女間 の読書選好は 明 白
で ，男子は科学 や フ で ク シ ョ ン に 興味 を持ち，女子
は 家族 をテ ーマ とす る 小説 や職業小説 を好 ん だ梦ア
メ リ カ 中流 階級 の 牛活 を描写す る ロ イ ス ・レ ン ス キ
（Lois　Lenski ）の 「い ち ごつ み の 少 女』 （Strα wberry
Girl）の ような図書は入気が 高 く，移民児童 に とっ
て ，ア メ リ カ WASP の 生活様式を受け入 れ る 単な
る 読 み 物 を 超 えた ツ ール で もあ っ たき
1〕
図書館 の 蔵書
は 全体 と して ア メ リ カ ナ イ ゼ ーシ ョ ン プ ロ ジ ェ ク ト
を促進 させ る もの で あ り，女 r児 童 に対 して 1 家庭
と い う装 置」 （domestic　setting ） を伝 達 し た95ii児
童は読書に よ っ て 自分 をと りまく現実と異なる 世界
の 存在を知 る こ とが で きた が ，保守的な町 の 住民 は
こ う した 図書館 に よ る 影響 を破壊 分子的な影響力 と
して 認識する こ と に も な っ た llS／，
　第 7 章 「女性，本，家庭生活」 で は，1950年代の
農村地帯 の 女性 の 生活と 読書 に つ い て 論 じて い る 、，
実証実験の 対象で あ っ た 北部 ドア ・カ ウ ン テ ィ の 女
性 は コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に 参加す る 余裕 が あ り，女性
ク ラ ブ の 活動 を 通 して 図書館振興 に 関 わ っ て い た の
に対 し♂南部キ ウ ォ ーニ ー ・カ ウ ン テ ィ は農村が多
く，女性 は カ ウ ン テ ィ 農業 普及局 （County　Exten−
sion 　Agency ）が 統括する家庭 ク ラ ブ （homemaker ’s
club ）へ の 所属 が数少な い 社会活動で あ っ た 挙
〕
農村
地帯 の 女性 に とっ て読書 は異 な る 生活様式へ の 開眼
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　 図書館界
で あり，ひ そや かなレ ジ ス タ ン ス の意味合い が あっ
た罰住民 の 利用状況 は，図書館指導者 たちが望 ん だ
市民性 を育む 図書 館利用 と い う目標 と は 一．一致 しな
か っ た もの の ，図書館は多様な観点から住民に礼会
的 ， 政治 的活動 と して の 読書機会 を 提供 して い た1°）
　第 8 章 「勝者 と敗者 ：住民投票 と そ の結呆 」 は，
図書館サ ービ ス の 存続を可決 し た ドア ・カ ウ ン テ t
と否決 したキウ ォ ニー ー ・カ ウ ン テ ィ の 住民投票後
の 図書館サ ービ ス を扱 っ て い る 。 ブ ッ ク モ ービ ル が
児童 や 女性を対
．
象 に して い た こ と，移民の リ テ ラ
シ ーの 状況 ，住民の 文化的お よ び宗教 的背景，政治
的 情勢 な ど 複 数 の 要因 が住民投 票 の 結 果 に反 映 し
たがボ ーリーは さ ら に ブ ッ クモ ービ ル ・シ ス テ ム を
継続 した ドア ・カ ウ ン テ ィ の 運転 壬兼図書館職員 を
1960 乍代 か ら務 め た ボ ブ （Bob 　 H ．）の 図書館活動 を
通 じて，専門職 と非専門職の境界に置か れ た 図書館
サ ービ ス の 実態 を解明 し て い る tt 司書 の 訓練 を受 け
て い な い ボ ブ が展 開 した徹底的な利用者志 向の サ ー
ビ ス は，専門職に よ る サ ービ ス の提供方法の 正 統に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドロの
抵触す る もの で あ っ た こ とが示 され て い る。
　第 9 章 「エ ピ ロ ーグ 1 で ，ポ ーリーは，図書館が
とりわけ情報ア ク セ ス の機会か ら取 り残 され た人び
とに と っ て 重要 な場所 で あ り，地域 の 図書館 が 住民
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t［1　1，
に と っ て の 知的磁場 になる と主張す る 。 ドア半島の
読書 の 俯瞰図を描 くの に 中枢的な役割を果た した メ
デ ィ ア は，農業普及 局，学校，公 立図書館 な ど の
「組織 」 が提 供す る 娯 楽 と 自己改善 の た め の 図書 ，
そ して新聞 ， パ ン フ レ ッ ト，テ キ ス ト，レ フ ァ レ ン
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 441／
ス ブ ッ ク な どの 情報で あ っ た。 こ れ らの 資料 の 読 み
書 きに は，教 師，司書 ， 家政学者 ， 農業普 及局 員な
どの 情報提供者，情報提供者 を多様な形で援助 した
無給の ブ ッ ク ク ラ プ参加者，ス カ ウ トの リーダー，
女性 クラ ブ の メ ン バ ー，そ して情報 を利用 する 図書
館 利用者／住民 が 関 わ り， そ れ ぞ れ が 多様な階級，
ジ ェ ン ダー，入種，民族 の 背景を持 っ て い たIS／
　公 立図書館 で の 読書 に かか わ る利害関係 者 の 実践
と態度 は ，複雑 な様態 を示 して い た 。 図書館支援者
は実証実験 の 目標を成人教育の 普及と促進そ して 見
識あ る市民 の 育成に設 定 し，司書 は 児童 の 読書振興
を第一の H 的に 設定 した 。 住民 は 自らの 価値判断 に
したが っ て 読書 を行 っ 冠
6〕
女性 に と っ て 読書 は伝統
に従 う こ とと伝統を打 ち破る こ と の 両義性 を持つ 行
為で あ り，読書をめ ぐる抵抗 と服従に関 して 必ず し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47 ］
も相反する概念で は ない こ とが明らか に な っ た 。 そ
398
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れゆえ ポ ーリーは特定地域 ・時代の 読者 に関する研
究 は，文化的権威 に特権をラ．え る ト ッ プ ダ ウ ン 式分
析 へ の 矯 IE機能 を持 つ と主張す る c，主体的な読者 を
設定する こ とで ，読者 自身の 資料選択や 読者に よ る
図 書館 実践 へ の 影響 をみ て い くこ とが で き，実際に
そ うした影響力が公 的な政策や 目的 の 補 強 と転 覆 に
　 　 　 　 　 　 ・IHI・
作用 して い る 。 ポ ーリーは 普通 の 読 者の 生 活におけ
る読書 の 意 味を理解す る ため に は，社会的，物質r1勺，
文 化的環境 か ら 成 立 す る多層 的 な読書状況 を検 討す
る 必要があ り，そ うした作業が 人び との 読書をめ ぐ
る体験 を明ら か に し，読書 に つ い て の 厚 い （thick）
記述 を作 り出す こ と になる と結 論 づ け て い る梦
2．2．2　考察 ：農村地域 の 読書 の俯瞰 図地 理学
　「読書 の 場所 』 に は 一貫 して ，図書館側 の サ ービ
ス の 理念 と利用者の実際の ニ ーズの ギ ャ ッ プが 示さ
れ て い る。すなわち冷戦期 の ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の ド
ア ・カ ウ ン テ ィ お よ び キ ウ ィーニ ー ・カ ウ ン テ ィ に
は
「
図書館 の エ リート主義的な 選書理 念」 対 「住民
の フ ィ ク シ ョ ン へ の 強 い ニ ーズ 1 とい う構 図が見 ら
れ ，図書館未発達地域 に お け る 図書館サ ービ ス 推進
プ ロ ジ ェ ク トが ，そ の 内部に理 念と実態 との矛盾を
孕 ん で い た こ と をポ ーリーは 様 々 な側而 か ら明 らか
に して い る 。
　両カ ウ ン テ ィ に 図書館サービ ス を普及させ る 過程
で WFLC は ノ ン フ ィ ク シ ョ ン の 提供 と成人男子利
用者 の 増加 に 積極的 に 取 り組ん だ。ポ ーリーは貸出
記録 の 分析 に よ っ て，貸出の 圧倒的多数が 女性 の
フ ィ ク シ ョ ン の 利 用 で あ っ た こ と を示 し，委員会 の
戦略がそ の 意図 の 通 りに機能 して い なか っ た こ と を
実証 した 。 従来，女性 の フ ィ ク シ ョ ン の 読書は図書
館界で は有益 な読書と はみ なされ なか っ たため，図
書館研 究で こ の 領域に つ い て 踏み 込ん だ分析が なさ
れ る こ とは な か っ た 。 しか し ポ ーリーは フ ィ ク シ ョ
ン 読書 を無視す る こ とな く，実際 に 行われ て い た読
書 が 利用 者 に と っ て 持 つ 意味 を 追究 し て い る 。 『読
書の場所』 は 第 7 章で 女性 の 読書 に 焦点 を当て て
ブ ッ ク モ
ービ ル 活動か ら浮か び 上が る 女性の 読吉を
観察 し，農家の 主婦，教師，図書館員な ど立場の 異
な る 女性 の 図書館利用 に つ い て 検証 を 行 っ て い る、，
　前述 し た よ うに，ポ ーリ ーが 農村地域 の読書 と図
書館サ ービ ス を分析する にあた っ て注 目したの は ，
プ ロ ジ J ．ク トを主導 した W 肌 C，司書 ，図書館 利用
者 に み ら れ る 「ず れ 」 で あ る 。 ま ず WFLC の 理 念
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と図書館 で 実務 を担 当する職員 の 意識 にずれがあ っ
た 。 た と え ば ブ ッ クモ ービ ル を主 導す る WFLC は，
ノ ン フ ィ ク シ ョ ン の 利用促進 と成年男子 の 図書館 利
用 を 意 図 し た の で あ る が ， 現 場 の 図書 館 員 は 児童
サ ービ ス に注力 し，WFLC の 考え る 埋念 を必 ず し
も忠実 に 追究 して い なか っ た。また細か く見れ ば図
書館サ ービ ス の 前線で ，専門職 と非専門職に お け る
意識 の ず れ も存在 し て い た。1960年代 の ブ ッ ク モ ー
ビ ル の 運転 手へ の イ ン タ ビ ュ ーは ， 非専 門職 に よ っ
て な され た利用者志向の 図書館実践 を明らか に して
い る の だが ，実践 の 最前線に お い て 運転手兼図 書館
職員は利用者 の 要求に忠実に あろ うとする た め に，
利胴者の好み に合わせ て 図書を紹介す る な ど，図書
館 側が 決 め た 業務 規範 を越 え た 実践 を行っ て い た ，
　ポ ーリーが 指摘する もう 1 つ の ずれ は ，WFLC
の 理 念 と利 用者 の 利 用 実 態 の ず れ で あ る ，、WFLC
は 「民 主 主 義 を 支 え る 図書 館」 と い う埋 念 を掲 げ て
い た に もかかわ らず，住民は個人的 な楽 しみ の 読書
の 場所 と して 図書館 を 受 け入 れ た 。ポ ーリーは 多数
派を占め る女性の 読書に焦点を当て る こ とで ，図書
館側がそ の 存在 を無視 して きた 「娯楽読書 」 に 切 り
込み ，読書実践が持つ 多様性 と複雑 さ を描 き出して
い る 。た とえば ブ ッ ク モ ービ ル の 中心 的利 用 者 で
あ っ た 農家 の 主婦 は ， ブ ッ ク モ
ービ ル の 提供す る資
料に よっ て 視野を広げ る と同時に 自らの 生活基盤 を
確認 し た 。 読書は個八の 牛活お よ び精神に複合的な
影響 を 与・え る の で あ り，実際 の 読書行 為 は ，図書館
が 準備する利用 目的別 に 分類 され た資料 の 選択肢に
よ っ て 規定 される平板 な図式 に は 収 まらな い 。
　従来の 図書館研究 で は ， サ ービ ス 提供側 で あ る 図
書館側か ら利用者へ の サービ ス の 浸透 の度合 い を図
書館 活動 の 成功／不成功 の 決 定要 因 と み な して きた 1、
ポ・一リーが 『読 書の場所』 で 巡回 文庫 とブ ッ ク モ ー
ビ ル の 研究を通 じて 示 した の は ，そ う した 一づ∫向型
の 「サ ービ ス 浸 透 モ デ ル 」 に よ っ て 測定 で きない 図
書館サ ービ ス の 効果 に つ い て で あ っ た 。 利 用者は 図
書館サービ ス を受動的 に利用す る だけで な く，図書
館 サ
ー
ビ ス を 自己改革 に と っ て の 独 立 した 機会 と と
らえ，個別の 方法で そ の 機会を活用し た 。 そ の よ う
な利用者の 存在を明 らか にする こ とで ，ポーリーは
図書館理念 と図書館利用実態の ギ ャ ッ プを実証的 な
レ ベ ル か ら浮かび上 が らせ ， 読書行為の持つ 複雑さ
と深 み を提 示 した と い え る。『読 書の 場所』 で 示さ
れ た
「新た な 利用者像」 は，近年 の 読書研究 や プ リ
　 　 吉 田，川 崎 ： ク リ ス テ ィ ン ・ポーリ とー 図 書飢 史研 究
ン ト ・カ ル チ ャ ーの 領域 で ，す で に承認 さ れ 研究が
進 展 し て い る 「自ら の 意 思 に よ っ て 自由 に 振舞う読
者 」 とも重 なる もの で あ り，「読書 の 場 所 』 は ，図
書館研究 と読書研究を 架橋する成果 と し て と ら え る
こ とカfで きる 、
3．歴史研 究の 方法論
　本章 で は ，ポ ーリーの 歴史研究 の 方法論 を扱 っ た
主要 な論文を取 り Lげて ， 研究方法論や分析視座に
つ い て 検討 して い く。 ポ ーリーの 研究方法を扱 っ た
論文 は 6 つ あ りこ の うち ， 「批 判的実践 と 関係性 と
し て の 歴 史研究 1 （M − 3 ） と 「小 規模財源で の 成
功 i　 〈M − 5）は ，ポ ーリー自身が関係 す る 研 究 プ
ロ ジ ェ ク トや 団体に つ い て 述 べ た もの で あ り，研究
壬法 とい うよ りは プ リ ン ト・カ ル チ ャ ー研究を支え
る学 術 コ ミ ュ ニ テ t の 制度 に焦点 をお い た 論 考 と
な っ て い る。そ れ 以 外の 4 つ の論文 に つ い て ，簡単
に 内谷 を紹 介す る 。
　
「意義 を 見出す」 （M − 1）， 「読者 の 抽 出」 （M − 4 ），
「市場 モ デ ル と抵抗を超 え て 1 （M − 6 ） は，読書コ
ミ ュ ニ テ ィ の 分析 に お け る 機 関 （institution）の 記
録すなわ ち人口統計デ ータ や 図書館記録の重要性に
つ い て 述 べ た論 文 で あ る。「「文化 の 使徒 』 を読む」
（M − 2）は ， 図書館女 性 史研 究 の 記念 碑 的著作 で
ある 『文化の 使徒』 の 再版の 序文 と して 書かれた 。
ア メ リ カ 公 立 図書館 研究 の 史 的展 開を た ど る レ
ビ ュ ー論文 で あ る。
　 本節で は ，ポ ーリーの 歴史研 究の 方法論的視座が
最 も明確に 表れ て い る 「読者 の 抽 出 」 と 「意義を見
出す」 の 2論文 を取 り上げ る 。
3．1　 図書館 史研究 の 基本的視座
　ポーリーの 研究方法論を考察する にあた り最初 に
「『文化 の 使徒』 を読む」 （M − 2 ）
聊
で ，そ の 基本的
な視座 に つ い て 確認 して お きたい 。こ の 論考は，図
書館史研究 の 記念碑的 な著作 で あ る デ ィ ー ・ギ ャ リ
ソ ン （Dee　Garrison） 「文化の 使徒 ：公 共図書館 ・
女性 ・ア メ リ カ 社会　1876年 一1929年』 の 新装版 が
2003年に刊行 さ れ た ときに序文と し て書か れ た もの
で あ り，ア メ リ カ 公 立図書館研究 の 史的展開を た ど
る レ ビ ュ 一ー論文 で もあ る。
　ポ ーリーは ， 図書館 史研究 に 階級 と い う概 念を持
ち込 み そ れ まで の民主主義機関 と し て の 図書館 の 存
在意義 に 対 して 疑義 を呈 したハ リ ス と，『文化 の 使
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徒 』 によ っ て 専 門職 の 女性化 を解 明 したギ ャ リ ソ ン
の 研究 を，図書館史研究 の 転換点と し て 位置 づ け て
い る c，ただ し1970年代か ら1980年代の修正解釈派 に
は，普遍 的なモ デ ル を構築する ため に必 要 と な る 実
証 デ ータ の 収集と分析が 不足 して い た 二
1〕
　一方，図吉館史研究は 1980年代に 歴史学の新た な
潮流 に よ っ て 影響 を受 け て い る。様 々 な文 化制度 に
お ける 主流 の イデ オ ロ ギ へー の 批判 とマ イ ノ リテ ィ
へ の 着 目と い う枠組み の 中で ，歴 史的事象 に かかわ
る 言語 と権 力 を記 述 し た ミ ッ シ ェ ル ・フ ー コ ー
（Michael　Foucault，1926〜1984）の 影響 は と りわ
け強か っ た。フ ーコ ーは歴史分析 に言語 と権力とい
う概念 を持 ち込 む こ と に よ っ て ，研 究 の 新 た な視座
を示 し た 。 また マ イ ノ リ テ ィへ の 着凵に よ っ て 研 究
対象の 見直 しを迫っ た こ と に よ り歴 史研究全 体に影
響 を与えたか らで あ る解
　ま た 図書館史を取 り巻 く状 況 で い え ば ， 一次 史料
の 整備 された 1990年代以 降 の 研究の 展開に は，先行
研 究 と比較 して 明 ら か な 研究手 法 の 精緻化 が 見 ら れ
た 。 ポ
ーリ ーは 代表作 と し て 1994年に 刊行 さ れ た
ジ ョ ア ン ・E ・パ セ ッ ト（Joanne 　E ．Passet） の 『ア
メ リ カ西部 の 女性 図 書館員 ：文化 の 【．字軍 ，1900−
1917年』 や ク リ ス テ ィ ー ヌ ・ジ ェ ン キ ン ス （Chris−
tine　 A ．　 Jenkins＞の ユ995年の博十 論文 『人 目 に つ
か ない 強靭 さ ：児童サービ ス 担 当司書，ア メ リ カ 図
書館協会，若者の知的 自出 ：1939年一1955年』 を挙
げて い る野
1
　 1990年以降，図書館 史研 究 は，対象領域 の 広が り
と 分析 の 深度に進展が み ら れ た 。 一次史料 へ の ア ク
セ ス な ど，物理的な研 究環境が 整備 され る こ とで ，
既 存 の 研 究 で 十分扱われ て こ なか っ た テ ーマ 〔ジ ェ
ン ダー， 人種 ， 階級 ， 民族 ， 性 ）と 図書館実践 の 関
係 を分析す る研究が増加 した 。 ポーリー自身の研究
も，1990年代以降の 新 しい 図 書：館 史研 究 の 流れ の な
か に 位置 づ け る こ とが で きる。
3．2　「読者の抽出 ：図書館 の経験 」
3．2．1 読者 へ の着 目 ：読書の動機 と解釈
　2006年の 「読者の 抽出」 〔M − 4 ）
54｝
は，『ラ イブ ラ
リー ・クウ ォータリ 』ー が 「読者 と読書」 に 関する
特集号 と し て 刊行 された ときの 趣旨説明 として 書か
れ た 論文で あ り，分析対象 と し て 取 り一Lげ て きた
「読者 1 に つ い て ，あ らた め て 研究 上 の 意義を検討
して い る。
400
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　読者 とテ ク ス トとの あい だ の ギ ャ ッ プを埋 め る初
期の 研 究は，1984年 に ジ ャ ニ ス ・ラ ドウ ェ イ（Janice
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ftr）／
Radway ） が 発表 し た 「ロ マ ン ス の 読者』 で ある 、、
こ の 研究 は それ まで 研究者が 無視 し て きた ロ マ ン ス
小説 を扱 っ た だ けで な く， そ う した読者 の 動機 と解
釈を解明するため に エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ クな手法を用
い て真の 読者を解明 し よ うと し た 。
　 こ うし た 手法 に お い て も無 名 の 「．’般 読 者」
（common 　readers ） の 読書実践 の 解明は 非常 に 難
しい こ と を ポ ーリーは 指摘 して い る野そ の 上 で 「 一
般読者」 の 読書実践 の 解明 に ， 公立図書館 の 利用分
析が重要な役割を果たすと主張する，こ れ まで 図書
館 情報学研 究 は も っ ぱ ら 「役立 つ 情報 」 （useful 　in−
formation）との か か わ りで ，技術お よ び経営に 関
する研究を中心に し て きた 。 ウ ィ ーガ ン ドが指摘す
る よ うに，図書館 の 生活 にお ける読者 〔the　 user 　 in
the　life　of 　the　library）に焦点 を 置 き，読者 の 生 活
に おけ る図書館（the　libra甲 in　the　lifb　of　the　user ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［t
’
i’）
を 見て こ な か っ た の で あ る 。
　 「一般読者」 の 読書実践の 解明に つ い て ，ジ ョ ナ
サ ン ・ロ ーズ〔Jonathan　 Rose） は，「図書館登録者
は 図書 の 読者に つ い て 確固 たる量的 な記録 を提供で
きる 」 と指摘す る が ， 同時 に
「
貸 出 記録 は ほ と ん ど
何 も明 らか に しない 」 とも警告 して い る。そ して 「そ
うした 記録が 意味を持つ の は ，図書館が 奉仕する コ
ミ ュ ニ テ ィ に つ い て の厚 い （thick）記述 の 中に置か
れ た と きで あ る 」 と強調 して い る野こ うした ロ ーズ
な ど の 指摘 を再確認 し ， ポーリーは 自身 の 博士 号請
求論 文 「中部辺境地域 で の 読書 ：ア イ オ ワ 州 オ ー
セ ージ に お ける プ リ ン ト・カ ル チ ヤ ー，1870年一
1900年 1 （P − 1）で は ，特定 コ ミ ュ ニ テ ィ の 読書実
践 の検証 とエ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク な手法を強調 した 。
3．2．2 考察 ：読書 の 分析 か らプ リン ト ・カ ル チ ャ ー
　　　 史研究 へ
　「読者 の 抽出」 （M − 2 〕 で 強調され た よ うに ポ ー
リーの 研 究の 特徴 は ，読書 ・コ ミュ ニ テ ィ とい う概
念を手掛か りに従 来の 図書館研究の 領域 を拡張 し，
そ こ か ら図書館を逆照射する こ とに よ っ て ，文化機
関 と して の 図書館の特徴を浮かび ヒが らせ る点 に あ
る。つ ま り研究対象として ，図書館以外 の 文化機 関
や 図書館利用者以外 の 住民 を射程 に置 い て い る 。 図
書館研究 の 狭 い 視座 を克服 す る た め に研究領域 や対
象 を拡張する の で ある が ，そ の 際，図書館学と他 領
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域 を結び つ ける役割 を果たす の が 「読書行為」 に ほ
か ならない 。
　読書 は 図書館 にお け る 主要 な活動で あ り，同時 に
図書館以外の 場所 で も行わ れ る普遍的な行為で もあ
る 。 読書行為をめ ぐる多様 な人 間活動を とらえる こ
と に よ り，文化機 関 と して の 図書館 の 本質 に 接近す
る こ とが 可能で あ る 。 しか し図書館研究に お け る読
書行為 の 捉え方に 関して ，ポ ーリーは繰 り返 し疑義
を示 して い る 。 すなわち現実の 図書館が 1読書」 を
主体 とす る 機 関 で あ る に も関わ らず ，図書館情 報学
研究が 「情樶学 」 を 中核 と す る 次元 の 異な る 活動 を
扱 うこ と に よ っ て ，研究 と実践 の 問 に ギ ャ ッ プ が あ
　 さの
る。
　読書活動 を中心 とす る 図書館研究 を進め て い く際，
そ の研究が外に 向か っ て 開かれた研究となるため に
ポ ーリーが 研 究上 の 活路を求め た の は，プ リ ン ト ・
カ ル チ ャ
ー研究で あ っ た 、 ポ ーリ ーの 博士論文 「中
部 辺境 地域で の 読書 ：アイオ ワ州オーセ ージ に おけ
る プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー，1870年一1900年』 は，図
書館情 報学分野 で の 最初 の 本格的 な プ リ ン ト ・カ ル
チ ャ 研ー 究 で あ り，そ の 後 の ポーリ のー 研 究 もま た
プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー研究 の 枠組 み の なか で 展開さ
れ て い る 。ポ ーリーは利用者一人一人が個別 に行う
読書，集団読書，読書を め ぐる イ デ オ ロ ギ ー，図書
館 と出版 文化 の 関係性，コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る読書
機会 な ど，読書 にかか わ る 様 々 な営為 を図書館 史 と
プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー研究 の 共通課題 と し て 設定す
る こ とで，図書館領域 の 拡張 を提唱 した の で あ る a
3．3 「市場モ デ ル と レ ジ ス タ ン ス を超えて ：中間層
　　 と しての 機関 」
3．3．1 読書研究の モ デ ル 化
　ポーリーが最 初 に プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ーお よび図
畠
’
館 研 究 の 方 法 論 に つ い て 論 じた の は ，2002年
『
ブ ッ ク ヒ ス ト リ 』ー に掲載 され た 「意義を見出す」
（M − 1） と い う論文で あ っ た：
o〕
　2009f，　1　‘一に発表さ れ
た 「市場 モ デ ル と レ ジ ス タ ン ス を超 えて 」 （M − 6 ）
　 Eil／
は
，
2002年に 示 され た 方法論を精緻 化 した もの で ，
読書研究お よび図書館史研究の 問題意識 と方法がか
な り明確 に提 示 され て お り，本項 で は2009年論文を
取 り上 げ る 。
　 ポーリ ーは読書研究に大きく2 つ の 流 れ が ある と
す る、， 1 つ は ロ バ ート ・ダーン トン （Robert　 Darn −
ton ，1939− ）が 示 し た 有名な 「伝達 サ ーキ ッ ト」
　　 吉 田，川 崎 ：ク リス テ デ ン ・ポ・一リ とー 図 書館 史研 究
（communication 　circuit ）で あ る。こ の図式 に よ っ
て ダ ーン トン は 読書研究 の 全体像 を 示 した。ダーン
トン は ，「作者」 CAuthor） ← → 「出版業者」 （Pub −
lisher） → 「印刷業者」 （Printers）一 「荷送 り人」
（Shippers）→ 「書 籍 販 売 業 者 1 （Booksellers）→
［読者」 と い う流 れ を 示 し た 。 こ れ は 人 を 中心 と し
た流れ で あ る ととも に，物 と して の 図書 や雑誌 の 流
れ で もあ る。そ れ を意識 し て か ，ポ ーリーは こ の
ダーン トン の 図式 を市場モ デ ル （market 　model ）と
して い る tt こ の モ デ ル は読 書研 究 の 諸側 面 を包み 込
ん で は い る が ，　 ・方通行 と い う問題，重複の無視，
さ ら に は 各要素 の 結び つ きを説明 しない 傾向 に あ る
とす る 。 す なわ ち社会構造 を 強調する傾 向が ある た
め に ，個人 の 行動が犠牲に され て い る29／
　ポ ーリーは ダーン トン の モ デ ル に対 抗する もの と
し て 抵抗 者 と し て の 読者 （Reader 　Resistance） と
い う観点 か ら， ミ シ ェ ル ・ド ・セ ル トー（Michel 　de
Certeau，1925− 1986）の 密 猟（poaching ）の 考 え
を重 視す る 。 民衆の 日常的な生活に根差す文化的抵
抗 の 多様 な形 に着 目 した ア ナ ール 学 派 の ド・セ ル
トーは
， 読 書行 為を 密猟に た と え ， テ ク ス トが受け
手 に よっ て領有 （appropriation ） され る とい う契機
を指摘 した 。 こ こ で は 日常生活に お け る個人 の 読書
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 のぶ
実践 の解明 が重要 に な る 、，
　 ポーリーは ダーン トン とセ ル トーの 分析手法は ，
理論 的，方法論 的な問題 を内包 して い る と指摘 して
い る 。 社会 レベ ル の マ ク ロ な 図式 の 記述 や 説 明 を ，
個 人の 凵常生 活に かかわ る ミ ク ロ な記述 や 説明 に い
か に接合すべ き な の か 。 個人 と社会は どの よ うに し
て ，相互 に対立 した り影響をうえた りす る の か 。 両
者 の モ デ ル を用 い て こ う した問題 を説明す る こ とは
で きない 。 ポ ーリーに よ る と ， こ の マ ク ロ と ミ ク ロ
との ジ レ ン マ が，現在 の プ リ ン ト・カ ル チ ャ 研ー究
に 顕在化 して い るの は明 自で あ る，、社会 の 影響 は，
階級，ジ ェ ン ダ ー，人種 ， 宗教，エ ス ニ シ テ イ，性
的志向とい っ た マ ク ロ な関係性の 側面か ら解明 され
て い る。一方 ，図書研究 の 精緻 で 実証的 な研究 は，
特定 の 時 間 と空 間で の 作 者 ， 読者 ，テ ク ス トな どの
個 々 の 演 じ手 を ミ ク ロ な レ ベ ル で 分析す る 、，ポ ー
リ
ーは こ の 両者 の ジ レ ン マ を埋 め る手立 て を提示 し
　 　 　 6，11・
て い く。
　 こ こ で ポ ーリーは 個 人 と社会の 橋渡 しの た め に ，
中間 レ ベ ル の 概 念を重 視し，プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー
研 究 で の 重要 な概念 と して 社 会的機関（social 　insti一
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tution）を指摘する 、， 19世紀後半か ら20世紀 の 場 合，
構造 と個 人 と の 中間的 な層（layer＞を解 明す る た め
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら［t）
に，社会機 関 の 分析 を用 い る こ とが で きる。
　ボ ーリーが 分析対 象を 19世紀 後半 に 設定 す る 理 由
は，こ の 時代に読書が 文化と して 広範に行 き渡 り，
読書資料 の 生産や配布 の ネ ッ トワーク が構築され，
読書に 関わ る公私 の 機関 が 発 展 し，そ うした 公私 の
機 関 （図書館 ，学 校，農業 普及機 関，女性 ク ラ ブ ，
教 会な ど） さらに は 白発 的 な機 関 に関係 す る人 （編
集者，牧師，教師，司書，ホ ーム ・エ コ ノ ミス ト，
農業普及担当者，ブ ッ ク ク ラ ブ の 参加者，女性 ク ラ
ブ の 参加者，図書館利 用者な ど ）が増大 した か らで
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 65／
あ り，また 官僚制が 進ん だ か ら で あ る 。 官僚制の 下
で 各機 関 は 記録 の 作成 と管理 を行 うの で あるが，そ
の 過程 で 牛成 される文 書群 の 分析 をポーリーは強調
　 　 らむ
し た 。
　 ダーン トン の 図式 とセ ル トーの 密猟 の 概念は対照
的 にみ える。しか し密猟 の 概念 は 密 猟 と い う言葉 が
象徴 す る よ うに ， 正統な行為 が存在 しそ れ に た い す
る違法な行為 を意味す る 。 したが っ て 文芸 エ リー ト
と一般読者 と い う二 分法が措定 さ れ て い る。ポ ー
リーは こ の 点が文化 を理解する に つ い て過度の 簡1咯
な理解 に つ な が る と し劉19肚紀後半以降 の プ リ ン
ト・カ ル チ ャ ー研究 に と っ て は，中間に位置する機
関 の 研究 が 最 も実 り多い と結論 す る 野
：
3．3．2 考 察 ： プ リ ン ト・カ ル チ ャ ー研 究 に お け る
　　　 分析対象と して の 「機関 」
　論 文 「市場 モ デ ル と抵 抗を超 え て 」 （M − 6 ） の
中で ，ボーリーはプ リ ン ト・カル チ ャ ー／図書館 史
の 方法論 モ デ ル を読書 史 に 求 め ， そ の 有効 性 に つ い
て 検討 して い る 。 ポ ーリーが 最初に比較モ デ ル と し
て提出 した の が ，書籍を中心 とす る メ デ ィ ア の サ イ
ク ル を 「市場 モ デ ル 」 と して 掲 げ る ダー ン トン と，
読 み に お け る 読者 の 抵抗を焦点化 して い る セ ル トー
で あ る 。 ポ
ー
リ
ーは ダーン トン 流 の マ ク ロ モ デ ル と
セ ル トー流 の 文化的抵 抗モ デ ル を 踏 まえ つ つ ，二 つ
の モ デル の 持つ 欠点を克服すべ く，オ ル タ ナ テ ィ ヴ
な方法論 を模索 して い る 。
　そ こ で 導入 され る の が ，社会構造と個人の 「中間
層 」 と し て存在す る機関 レ ベ ル の 分析 で あ る。図書
館，学校，農業普及機関，女性 ク ラ ブ，教会 な どが
代表的 な中問的社会機関 で あ り， 編集者 ， 牧師 ， 教
師，司書，ホ ーム ・エ コ ノ ミ ス ト，農業普及担当者，
402
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ブ ッ クク ラ ブの 参加者，女性 ク ラ ブの 参加者，図書
館利用 者 とい っ た 多様な 人 々 が 機関 の 活動 運 営に か
か わる 。 こ の 層を分析対象 とする こ と に よ り，既存
の 読書共 同体 モ デ ル の 抽象度 を下 げ て ，文化機関が
営む社会的活動 を実証的に検証 する こ と が ， ポ ー
リ のー 分析 戦略で あ っ たと考えられ る、，
　 ポ ーリーが 中間層 の 社会機 関 の 分析 にお い て と り
わけ着目 す る の は，19世紀後半 の 官僚制の 確立 の 副
産物 と して 大量 に生産 され るよう に な っ た文書群 で
ある 。 既存の 読書研究は公 1二」亅資料を対象とし，未 1：IJ
行資料は研究の 対象か ら外 さ れ て きた 。 しか し未公
刊資料や 手書 き資料 は 社会 と個 人を結 ぶ 情報 メ デ ィ
ア と して 豊か な内容を含ん で い る 。 た と え ば 図書館
と い う中間的社会機関 で 生産 され る の は，図 書館専
門職 による業務記録，利用者に よるグル ープ活動記
録などの 文君群で あ り，こ れ らが 図書館 史研究の た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7o）
め の 豊か な鉱 脈 とな る 。 2010年に 刊行 さ れ た ポ ー
リ 一ーの 『読書 の 場所 』 は，まさしく上記 で 述 べ た機
関 の 分析 を軸 と して ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の 公立図書館
と読書 コ ミ ュ ニ テ ィ を解明 し た研究 で あ る 。
4 ．図書館情報学の批判的研究
　 ポーリ のー 第 3 番目の 研究領域 は，図書館に か か
わる批判 的視点 を，研 究領域 で ある図書館情報学 と
実践領域で あ る 図書館学教育に 照射す る こ と に よ っ
て浮か び上が る課題 や 論点 を検討す る もの で ，ポー
リーは 自 らの 研究領域 と して こ の 部分 を 「図書館情
報学の 批判的視座」 （Critical　 Perspectives　 on 　 Li−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 711
brary　and 　Infbrmation　Studies） と呼 ん で い る。
　 図書館情報学 と 図 書：館情報学教育カ リキ ュ ラ ム に
お け る 「人 種 」 と
「
階級 」 の 捉 え方 を検討 し た 論 文
「ヘ ゲモ ニ ーの 侍女」 （C − 1 ），「不平等な遺 産」 （C
− 5 ），図書館情報学 に と っ て 中核 と な る 概 念で あ
る 「情報 リ テ ラ シ 」ー を 取 り上 げ図書館情報学 コ
ミ ュ ニ テ ィ に お け る こ の 用語 の 受容 と解釈を批判 的
に 評価 した論 文 「情報 リテ ラ シ 」ー （C − 2）が ， こ
の 領域 の 代表的な研究で あ る 。
　 こ れ ら の 他に も 「ゴ ーマ ン の 防御」 （C − 3） と
「図書館情報学 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 図書館 史」 〔C
− 4 ） の ように，図書館情報学教 育へ の 批判 的立場
をよ り明確 に 打ち出 した論文が ある 。
　 ポ ーリーは 批判 的研究を展開する に あ た り，権力
と抑圧 の 関係性に よ っ て 捉 え る べ きア イ デ ン テ ィ
テ ィ として 階級，ジェ ン ダー，人種 ，民族 ， 性 な ど
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の 概念 を分析視 角 と して 設定 して い る 。 本節 で は こ
れ らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 中か ら，「階級 1，「人種 1
が扱 われ て い る論文 を まず 初 め に 取 り Lげ，ポ ー
リ
ーの 図書 館情報学 へ の 批判 的視座 を明 ら か に して
い く。 次 に 図吉館情報学の 本質に関わ る概念で あ る
「
リ テ ラ シ
ー．1 を扱 っ た論文 を見 て い く こ と に した
い o
4．1　 「ヘ ゲモ ニ ーの 侍女 ：「階級 とい う視座」 か ら
　　 み た 図 書館情 報学 カ リ キ ュ ラ 厶 」 お よ び 「不
　 　 平等 な遺産 ：人種 と多文化 主義 」
4、1、1　 図書館情報学に お け る階級 と 人 種
　 「ヘ ゲ モ ニ ーの 侍 k
’
L　 （C − 1 ）が 書 か れ た の は
　 　 　 　 　 　 アの
1998年で あ り，博士論文提出か ら 2 年後の こ とで あ
る 。 博士論文で すで に批判的研究の視座 とな る 階級，
ジ ェ ン ダ ー，年齢 ，民族的 マ イ ノ リ テ ィ な どの 分析
枠組 み が 用 い ら れ て い た こ とを考慮する と，／998年
の 論文はポーリ 一ーが 自らの 研究枠組 み として す で に
使 っ て きた 概念 を ， 掘 り下 げ て 検証す る た め に 書 か
れ た もの と位置づ けら れ よ う 。
　 ポーリーは論文の 冒頭，教育学，史学，社会科学
と い っ た領域 で は ，階級分 析が 主要 な 理 論的分析視
座 で あ る に もかかわ らず，図書館情報学で は 階級と
い う視座 が無視 され て きた と 述べ る 。 さらにリベ ラ
ル な 立場か らすべ て の 住民 を対象と して きた と さ れ
る図書館 サービ ス に 関 して ，排除 され て い る人 々 に
対 す る 支援に つ い て は 疑問 が 残 る と して ， そ の 活動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 アアわ
に 疑義 を呈 して い る、，
　ポ ーリーは ，図書館情報学 に お い て 最初 に多元主
義の 視座を参照 しなが ら階級を論 じた人物 として ハ
リ ス を評価 して い る が ， ハ リス は管理 統制 主 義的 な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アむ
視座 に つ い て は指摘 しなか っ た。多元主 義 の キ ー
ワ ードは個人，行動，利害衝突，参加，コ ン セ ン サ
ス な どで 表現 され る 。 図書館で は こ の考え方を公共
選択理論 と して 採用 し，効率的 な資源 の 配分 を保障
す る 民 間 の 方法 を導人 して い る 。 一方 ， 管理統 制主
義の キーワ ードは官僚主義，合理性 で あ り，個人 の
行動 は 組織内 の 地位 と問題解決手腕 か ら承 認 され る 。
多元主義 と管理統制主義に よ る 図 書館経営は ，科・学
的な入出力 モ デ ル と して想定 さ れ て い る罰両者は 図
書館情報学 の カ リキ ュ ラム と して ，経営管理 ，情報
シ ス テ ム ，デ ータ ベ ース ・デ ザイ ン ， 研 究方法，情
報 蓄積 ・検索 な ど広 い 範囲 をカ バ ーす る とは い え，
図書館情報 学 の 全体像 を と ら え て い る と は言 えな
　 　吉 田，Ill崎 ： ク リ ス テ ィ ン ・ボ 一ーリ とー図 書館 史研 究
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い ＝
　図書館情報学は 伝統的 に 多元主義 と管埋統制 主義
の 視野か らサ 一ービ ス の 供給，技術的効率性，管理 上
の 効 率性 を 追究 し，政治 的 な 関心が 薄 い 専門職で
あ っ た 。 こ の 傾向は1923年に 出された ウ ィ リア ム ソ
ン ・レ ポ ートに す で に あ ら わ れ ．以 後 ， こ の 分野 で
は 4 つ の 領域 「法 人組織 との 関係性」，1 専 門職 化 」，
「科学的地位獲得へ の 願 望」，「リテ ラ シ ーと制 度 の
階層化」 に焦点が 当て ら れ て きた の で ある が ；
广1
階級
の 視座 か ら み る と図書館情報学 に お け る 専 門 職化 ，
科学 的地位 ，大学 へ の 付属 へ の 固執が ，図書館情報
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マレ
学 の 領域 と し て の ジ レ ン マ を引 き起 こ し て い る。
　階層化 の もう一・一つ の ポ イ ン トは 図 書館情報学 の 教
育制度に あ る ，ウ ィ リ ア ム ソ ン ・レ ポート以後の 図
書館情報学教育は大学院 レ ベ ル で 実施 され，そ の プ
ロ グ ラ ム は標 準化 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム と特定の 教科
舌に沿 っ て い る 、 ポーリーは，大学は資本主義 の 要
求 に 応 じて 変化す るもの で あ り，図書 館情報学が独
立性 を 捨 て ，大学 の 領域 内 に 囲 い 込 まれ て い る 限 り
に お い て ，そ の カ リ キ ュ ラ ム は 主流 の 階級 に影響 さ
　 　 　 　 　 　 　 アね
れ る と指摘す る 。
　 ポーリーは 階級の 視座を採川す る こ と が 自らの 領
域 の 再検討に つ なが る と述 べ ，図書館情報学は情報
の 生 産，提 供をめ ぐる政治的問 題 〔検 閲，情報 ネ ッ
ト ワ ーク の 制度化，コ ミ ュ ニ テ ィ 情報 と の か か わ
り）が問 われ て い る とす る。た とえば階層化 に よる
リ テ ラ シ ー低下 は 情報提供 に お け る 中核的 な問題 で
あ り，こ こ に階級 と情報 との かかわ りが 映 し出され
て い る響図書館 は 文化的資本 の 分配 や 情報 ア ク セ ス
に関 して ，重要 な役割 を担 っ て きた、そ の 過程 で み
ら れ る
， 実践 に か か わ る権力作動 の プ ロ セ ス の 解 明
とオル タ ナ テ ィ ヴな実践に つ い て の 分析が，課題 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sll
して 残され て い る の で あ る 。
　次 に，階級 と同様，批 判的研 究の 重要な視座 で あ
る
1 人種 1 （race ）を 1 多文化」 概 念 を参照 し な が
ら検 討 した2006年 の 論 文 「不平等な遺産 」 （C ・− 5 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 おの
の 検討に移 りた い 。 こ の 論文で ポーリーは 図書館情
報学が伝統的 に 人種と い う直接的 な用語を使用せず，
人種問題 や マ イ ノ リ テ ィ の 差別 に かか わ る 問題 を，
多文化とい うあ い まい な用許 に置 き換えて 取 り扱 っ
て きた こ とが，カ リキ ュ ラ ム に お けるマ イノ リ テ ィ
にかか わ る問題 の 隠蔽 に つ なが っ て い る と批 判 して
い る 。
　 「多文化」 と い う用語 は，人種，ジ ェ ン ダ 1ー 民
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族性，性 な どの ア イデ ン テ ィ テ ィ に関す る 関心 を表
現する た め に 用 い られ る よ うに な っ た が ，定義 しに
くい 概念 で ある 。 中で も争点を含む人種 に関 し て，
図書館員 と 研究者 は こ の 用語 を避け る傾 向に あ り，
図書館情報学で 1人種」 を冠 し た 科 冖 は ほ と ん ど な
い ．ポ ーリーは，人種と多文化は 同等 とは い えず，
多文化 とい う概念 は問題 で す らある と指摘す る。ア
メ リ カ 図書館協会教 育委員会（Committee 　 on 　Edu −
cation
，
　American 　Library　Association）の ロ ーナ ・
ピーターソ ン （Lorna 　 Peterson）の 言説 を援 川 す れ
ば ，多文化 と多様性 が平等 の 問題 を矮小 化す る の で
あ認
　多文化 は，女性，ゲ イ，障害者，ア ジ ア系ア メ リ
カ 人，ス ペ イ ン 系 ア メ リ カ 人，先住 ア メ リ カ 人 ，ア
フ リ カ系ア メ リ カ 人 を対象 と して い る が ，個人や人
種 の 相違 よ りも構造 的 ・制度的 な 面 に 焦点 を当 て て
い る 。 ポーリーは図書館 界が 人種の 代 わ りに多文化
や 多様性 （diversity） とい う言葉を使用す る こ と に
よ っ て ，人種差別の 議論を忌避 して い る と指摘する 。
人種 は 多文化 の 中核 に あ る 争点 で あ り，こ の 概念 を
厳密に 理解 しなけ れ ば図書館情報学教育 ・研究は 不
十分 で あ る し，ア メ リ カ 社会 の 性質を矮 小化 し続 け
る こ と に もなる野
　人種差別 を論 じ る にあた っ て ，ポーリ ーは 4 つ の
図書館情報学モ デ ル （科学 ・技術モ デ ル ，ビ ジ ネス ・
管理 モ デル ，使命 ・サ ービ ス モ デル ，社会 ・文化モ
デ ル ）を 設定 した ， そ して こ れ らの モ デ ル が 人種差
別と どの よ うに結びつ き，どの よ うに図書館情報学
教育 コ ミ ュ ニ テ ィ に影響を 与え て きた の か を示 して
い る15’
　 「科学 ・技術 モ デ ル 」 は，情報 シ ス テ ム ，デ ータ
ベ スー ・デ ザ イ ン，研究方法，情報蓄積 ・検索 を扱
い ，大 きく分 けて 2 つ の グ ル ープ を 含 ん で い る 。 情
報の組織化 と情報 シ ス テ ム お よ び検索 で あ る。 1 ビ
ジ ネス ・管理 モ デ ル 」 は，情報 と情報利用者を 消費
財 お よ び 消費 者 と と ら え る もの で ，管理 ，マ ーケ
テ ィ ン グ
， 戦略計画，プ ロ グ ラ ム 評価 を扱 い ，情報
の 生産 と組織化 の ア プ ロ ーチ を志 向 して い る 。 ［使
命 ・サ ービ ス モ デ ル 」 は 利用者 の ニ ーズ に 合 わ せ た
支援 を重視す るモ デ ル で，啓蒙，民 ギ主義な ど にか
か わ る 図書館 の 使 命 ・信 念に 基 づ く。 「社会 ・文化
モ デ ル 」 は ， 書誌学，書物史，図書館史，資料管理 ，
文献学，読書 とリテ ラ シーな どを扱 う響
　「使命 ・サ ービ ス モ デ ル 」，「社 会 ・文化 モ デ ル 」
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は 図書館情報学 の 中 に 人種差別 的な考え方 を 編入 し
て い る の だ が ，白人 の 図書館員や研究者は そ れ に 気
づ い て い な い 、，とい うの もそ の 考え方 は マ イ ノ リ
テ ィ を支援する社会と文化的使命 と し て ， 初期 の 図
書館職 に埋 め 込 まれたか らである 。 マ イ ノ リテ ィ 支
援は 図書館サ ービ ス に お け る 文化 的社会 的優位性 を
L張 し，図書館員 は 「文化的使節」 と して描か れ る
よ うに な っ た 、さらに 「社会的 ・文化的モ デ ル 」 は ，
自人が 執笋 し た英語文献の 蔵書を通 じて 差別主義を
　 　 　 　 　 ti7
埋 め．込 ん だ。
　見掛け ヒの 価値 自由を示す 1科学 ・技術 モ デ ル 」
は
， 基本 的 な 多様性 を 育 む 環境設定 に 失敗 し，男性
［
’
1人優位社会が マ イ ノ リ テ ィ を周縁化 して い る 。 個
人 の 要求 を強調す る 「ビ ジ ネス ・管理 モ デ ル 」 もマ
イ ノ リテ ィ を阻害 して い る が ，　
・方で こ の モ デ ル は ，
図 書 館界 に お け る 人 種 の 多様化 の 推進や マ イ ノ リ
テ ィへ の 図書館サ ービ ス を通 じ，差別是正 の推進力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ささli
とな る 口∫能性を持 っ て い る 。
　ポーリーは図書館情報学 コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける 白
人性 （whiteness ）を回避す る た め に，図書館 を 「非
白人的空間」 ある い は 「人種中立的な空間」 へ と方
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s9）
向転換 させ る こ とを提唱す る。人種差 別と闘うに は，
「多文化 」 と い う言葉 はあ ま りにも一般 的す ぎる の
で あ り，人種，ジェ ン ダ ー，階級，民族，セ ク シ ュ
ア リ テ ィ の 概念 をも っ と特定化 し て，そ の 要素を理
論化す る 必要 が ある と結論 す る：
［）；
4．1．2 考察 ：批 判的視点 の 方法論 的枠組 み と し て
　　　 の 階級 と人種
　 1998年に発表 した 「ヘ ゲ モ ニ ーの侍女」 （C − 1 ）
は ，図書館情報学が 階級 の 概念を多元 主義 と管理 統
制 キ義 に よ っ て 隠ぺ い す る こ と で ，情報 の 生産 と 流
通 プ ロ セ ス が 内包 す る文化 政 治的な 問題 を捨象 し て
きた経緯 を解 明す る もの で あ っ た9i）
　ポ ーリーは ， こ の 論
．
文で 図書館情報学 に お け る文
化政 治的な視点へ の 欠落に警鐘 を鳴ら し，階級の 視
座 を投 入す る こ と に よ っ て ，図書館 と い う文化 機関
の 持 つ 本質的な要素 の 再考を促 して い る ． また 図書
館 が 主 流 階級 の 文化 に か か わ る実践 を II亅心 とする こ
と で捨象 して きた ，コ ミ ュ ニ テ ィ に おけ る情報流通
や マ イ ノ リ テ ィ 利 用者へ の視点を図書館情報学の 中
核 と して提示す る，図吾：館 は文化 的資本の 分 配 と 情
報ア ク セ ス に つ い て ，主要な位 置づ けを占め て きだ ，
そ うした 実践 に作 動する権力を解明する こ とが ，図
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書 館情 報学 の 11i心的 な課題 で ある と い うの が ポ ー
リーの
一iこ張で あ っ た 。
　一一方，「不 平等 な遺産 」 （C − 5 ）は ，「ヘ ゲ モ ニ ー
の 侍女」 か ら 10年後に書か れ た もの で あ る e こ の 論
文 の 中 で ポーリーは 4 つ の 図書館 情報学 モ デ ル （科
学 ・技術 モ デ ル ，ビ ジ ネ ス ・管理 モ デ ル ，使命 ・
サ
ービ ス モ デ ル ，社会 ・文化モ デ ル ）を設定 し，各
モ デ ル と 人種差別の 関係性 を示 して 図書館情報学 コ
ミュ ニ テ ィ へ の 影響を述 べ て い る 、，
　 ポーリーは 図 書館情報学 に お け る 自人性 を解体す
る た め に，図書館 を非 白人的空間あ る い は 人種 中立
的空間 に し て い く こ とを提唱し て い る 。ま た 図書館
情報学 に お い て 多文化 とい うあ い まい な用 語 を回避
し て ，人種，ジ ェ ン ダ ー，階級，民族，性な どの ア
イデ ン テ ィ テ ィ を特定化 し議論する必要性が述 べ ら
れ る。図書館情報 学は 人種目目題 に 対峙 し，人種差別
の 遣産 を再構築すべ きで あ る とい うの がボーリーの
キ張 で ある。
　 図書館情報学 の な か で ，実証主義的 方法論 の 囲 い
込 み に よ り隠ぺ い され て きた階級お よ び 人種 の 2 つ
の 概念 を取 り上 げ る こ と に よ っ て ， ポ ーリーは 図書
館研究 に お け る批判的視座 を明確に打ち出 した とい
え る。
4．2　「情報リ テ ラ シー ：矛盾 した結合 」
4．2．1 図害館情 報学 に お ける リテ ラシー
　2003年に 発表さ れ た 論文 1情報 リ テ ラ シ 」ー （C −
2 ）は，批判的研究 の 分析視点 とい う よりは，む し
ろ 図書館情報 学 の 基盤 と い うべ き 「情報 リ テ ラ
シ 」ー を取 りヒげ，図書館情報学 に お ける こ の概念
の 受容 を追 い なが ら，図書館情報学 コ ミュ ニ テ ィ 自
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 VL，）
体 を 批判 的 に 検証 して い る 。
　議論を進 める に あた っ て ポーリーは，情報 リテ ラ
シ ーを市民 の エ ン パ ワ メ ン トとデ モ ク ラ シ ーに 資す
る もの とと ら える モ デ ル ，そ し て 情報 の 質を コ ン ト
ロ ール する もの として とらえ る モ デ ル の 2 つ を設定
した 撃情報 リテ ラ シーの 概念 には ，こ れ らの 相対す
る 冂的に か かわ る緊張が 埋 め 込まれ て い る 。 つ まり
図書館 は民 主主義の 砦 と して ，そ して エ リー ト主義
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りの
の 統制機関 と して 語 られ て きた 。
　 ジ ェ フ リー ・ナ ン バ ーグ （Geoflirey　Nunberg ）は
分類，冂録，索引， レ フ ァ レ ン ス ・ツ ール な どを
［情 報 ジ ャ ン ル 」 と 呼 ぶ 。新 聞，レ フ ァ レ ン ス ブ ッ
ク
，
図書館目録 ， 教科書な ど は い ず れ も， その 情報
　 　
．
占田 ，川 1［奇： ク リス テ ィ ン ・ボ リー・と図 書 館 史研 究
が 生 産 さ れ た時の 文脈か ら切 り離さ れ 脱文脈化され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りの
再結合 され た情報で あ る ．J た だ し情報 は そ れ 自体 で
存在する こ とは な く，常に社会的関係性の 巾で 生産
さ れ 利用さ れ る の で あ り，脱文脈化は錯覚に す ぎな
い 。 情報 の 表現 と 関係性 は社会を構築する基層を反
映 し て い る、，マ イ ケ ル ・ア ッ プ ル （Michael　Apple：｝
に よれば，す べ て の 情報 の 利 用 は 再 文脈化 の プ ロ セ
ス で あ る 。 こ う し た考え 方は 主体的 な読者を知識 の
構築者 と し て把握す る こ とを可能に し，図書館員 を
　 　 　 　 　 　 り 　
魅了 して きた。
　 しか しこ うした 個 人 に よ る 再 文脈化 の プ ロ セ ス に，
テ ク ス トの 生産分 配 の 制 度的 な構 造が 作用す る こ と
に よ っ て ，主体的 な利用 者 が 損な わ れ る こ と を認識
　 　 　 　 　 　 　 9’，1）
す る 必要があ る 。 テ ク ス トの 生産 と再文脈化は少数
者に特権化され て い る 。 再 文脈化 の 際，牛産者 の オ
リ ジ ナ ル な言説 は体系的な権力の 作動 に よ っ て 再配
　 　 　 　 　 　 　 　 が ニ
置 され る か らで あ る 。
　民主的 な情報 リテ ラ シ ーの実践 の た め に は ，批判
的 な視座 が 求め ら れ て い る c，一方，情報 リテ ラ シ ー
を制御 しよう とす る圧力が強 く作用 し，批判 的な言
説 に 向け た 探求 は伝統的技術管理 的 モ デ ル に よ っ て
　 　 　 　 　 　 ggli
阻 まれ て い 7． i，また技術 的な転換の 速度 に対す る末
端 の 利用者 の 遅 れ や 知識 マ ネージ メ ン トの 必 要性 に
関する 現在の 説 明 は ，情報 リテ ラ シーの確立 と制度
化 に か か わ る 権 力の 問 題 を遮 断 して お り，政 治的 な
価値 と離 反 して い る 。 情 報 リテ ラ シー概念 の 本質的
な 議 論 の た め に ， 図書館情 報学 だ け で な く教育学 ，
認識 論，倫理学，政治学，社 会理論の 分野 で 情報 リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IVUI，
テ ラ シーの 本質と影響 を問 うこ と が 必 要 で ある。
　 誰が どの よ うな資料 を誰の た め に使っ て い る の か 。
どの ような団体 と個 人 が 経済的政治的出版援 助 を得
て い る か 。 誰が情報 の 脱 文脈化 ， 冉配置化 ， 再文脈
化に参加 して い る の か 。 図書館員と研究者は こ うし
た問題 を情報 リ テ ラ シ のー 教育の 枠組み の 中に 位置
づ け る べ きで あ る と い うの が ポ ーリーの 主張 で あ
　 　ロコ
る 。
　 ポーリーは 情報 リテ ラ シ ーの カ リキ ュ ラ ム に お い
て ツ ール や ス キ ル に加え，情報 の 作動 を理餠す るた
め に文脈と内容 の 学習 の 重視を強調すべ きで ある と
結論づ け て い る 。 情報 と リ テ ラ シ 一ーの ヒ エ ラ ル キ ー
を 補強す る の で は な く，規範的政治的 なか か わ りを
明示 しなが ら，情報ア クセ ス を消費者 と生産者 に分
け る 二 分法 を問題化 し，個人と グ ル ープを知識の 生
産 者 と し て 認 識す る 必 要が あ る 。特 に 情報 リ テ ラ
405
工工一leotronio 　 ibra y 　
Nippon Association for Libraries
NII-Electronic Library Service
ipPon 　s ooiat on 　 or 　ibra ies
　 図書館 界
シ ーと い う領域 で は ，自由 と統 制が永続 的 に 拮抗 す
る事実 を受け 入 れ な け れ ば な ら な い の で あ る幽
4．2．2　考 察 ：図書 館情報学 の 基盤 的概 念 の 批判 的
　　　 検討と情報受容者 へ の 着 目
　4．1節で 取 り上 げた 2 つ の 論文 「ヘ ゲ モ ニ ーの 侍
女」 （C − 1）と 「不 平 等 な遺 産 」 （C − 5 ）は，批
判的研究 に お け る 分析 軸 と な る 概 念 を再検討 す る も
の で あ っ た 。
．．方 「情報リ テ ラ シ 」ー 論文〔C − 2 ）
は ，図書館情報学 の 依拠 す る 基盤そ の もの に対 して
批 判的視座 を設定 して い る と こ ろ に特徴 があ る 。
　情報，リ テ ラ シ ーとい う用語 は とも に 図害館情 報
学 の 存在 意義 とかか わる概念 で あ り，こ の 領域 で は
両者を図書館 の 特定 の イ デ オ ロ ギ ーと結び つ け る こ
とで肯定的に とらえ，卑門職の使命と して位置づ け
て きた 、ポ ーリーは それぞれ の 語 の 歴 史的展 開 を詳
細 に検討す る こ と で ， 図書館情報学 コ ミ ュ ＝ テ ィ に
お い て認識 され て こ なか っ た而概念 の 持 つ 文化政治
的統 制力 の 存在を指摘 し，既存 の 解釈 に 疑問 を投 じ
て い る 。
　ポーリーは こ の論文で ，図書館専門職 の 実践対
．
象
として オ リ ジナ ル な文脈か ら切 り離 された 「物 と し
て の 情報」 の 存在 を浮か び ヒが らせ た 、 情報 の 牛 産
と消費が分断さ れ る こ とに よ る テ ク ス ト内容 の 脱 文
脈化を批判 し，また同時に社会政策 と して 実施 さ れ
て きた リテ ラ シ ーの 社会統制 的な側 面 を示唆 した。
図書館 に おけ る 情報 リテ ラ シーの 概念 は ， 民主主義
の 促進 とエ リー トに よ る 社会統制とい う相tllに 矛盾
する 目的を内包 し，解消 されな い 矛盾 を抱 えた まま
今 円に至 っ て い る の で ある 。
　 こ の よ うな ジ レ ン マ の 中で ポ ーリーは 図書館情報
学にお ける情報 リテ ラ シーを脱文脈 化 と統制 とい う
観点 か ら批判 し，オ ル タ ナ テ ィ ヴ な 視座 を 示唆す る、，
1 つ は情報利用に お ける情報 ニ ーズ の シ ス テ ム 志 向
理論か ら，情報探索行動 の 認知論的ア プ ロ ーチへ の
移行に よ る利 用者中心 モ デ ル の 構築で ある 。 もう 1
つ は プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー研 究に お け る ， 非エ リー
トを対象とする読者研究で ある 。
　 こ こ で 提示された利用 者に着目す る オル タ ナ テ ィ
ヴは，ポーリーの 批 判的研究 に おけ る特徴的 な視点
を象徴 して い る 。それ は 文化 政治的差異 に か か わ る
意識 が 希薄 な図書館情報学 の 既存の 認識論を克服す
る た め の 方法と して，情報 の 受け手に着冂する点で
あ る。送 り手か ら提．供 され た情報 を受動 的に受 け入
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れ る だけで な く，その 情報に抵抗 し批判的な解釈を
付加す る キ体的 な受け手の 存在をポーリーは 重視す
る の で ある 。 そ うし た視座は 博上論文 と それ に続 く
プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー史の 研 究に直接反映 され て い
る 。
5 ．お わ り に
　本稿 で は ポーリ のー 研究の 全体像を描 き出すため
に，そ の研究成果 をプ リ ン ト ・カ ル チ ャ ー／公立 図
書館 史 の 研究，研 究方法論，図書館学の 批判的研究
の 3 つ の 領域 に分 け て，論 じて きた。ただ しこ の 3
つ の 領域 は 独 立 し た も の で は な く， 相 互 に 連 関 し
含 っ て い る こ とは い うまで もない 。 なか で も 「図書
館情報学 お よ び 図書館」 へ の 批判的な見方 は，博 士
論文提出の 2 年後 に，階級 を扱 っ た 論文 「ヘ ゲ モ
ニ のー 侍女 」 （C − 1〕 を発表 し て い る こ とか ら も ，
ポ ーリーの 研究 を貰 く最 も基本的視座 で ある こ と は
まちが い ない だ ろ う。
　批判的図書館研究 に関 して，ポーリーは 2 つ の 方
向か ら こ の 問題 に ア プ ロ ーチ して い る 。す なわ ち方
法論や研究の 視点に つ い て 取 り上 げた メ タ レベ ル の
研究 と実践に 照準をあわせ た実証的 な歴 史研究 で あ
る ，、方法 論 を扱 っ た論 文 の 中 で，図書館 情報 学 コ
ミ ュ ニ テ ィ が 技術 ・管理的な問題 に こ の 領域の 焦点
を集中させ る こ とで ，図書館情報学が 問うべ き文化
政治的 な問題 を隠蔽 して きた こ とを，ポーリーは 繰
り返 し批判 して い る 。 そ して 実際 に そ うした 問題 を
覆う言説や 理 念を一一つ ずつ ひ きは が し なが ら，図書
館情報学で 本質的 に 問題 とす べ き論点を浮か び Eが
らせ て い る。　 ．方，歴史研 究で は，方法論で 取 り上
げ た 論点が ，実践 の 中で ど の よ うに作動 し て い る か
を実証 的に分析す るた め に，特定の コ ミュ ニ テ ィ の
図書館や 読 出：を め ぐる状況 を総合的 に検討 し て い る 。
　 メ タ レ ベ ル の研究 と実践に即 し た実証研究 を通 し
て ，ポ ーリーは 図書館実践 と図書館情報学 が ， 拮抗
する 理 念を内部 に抱え て い る こ とを示唆 し た 。 情報
の 制御 と制御 へ の 抵 抗 に か か わ る 図吉館 の 姿勢 や
サ ービ ス の 配分 をめ ぐる主流 と周縁 の 葛藤 は，そ の
典型例 と い え る だ ろ うc、ポ ーリーは こ の 矛盾 を領域
固有 の 性質 と して 受け入 れ ，真正面 か ら向き合 うこ
と の 重要性 を i漲 し ， 実際 自ら の 歴 史研究 の な か で
図書館や読書をめ ぐる 葛藤，軋轢，抵抗 とい っ た現
象を描 き出して きた 。
　図書館 の 制度 と発展 に付随する権力関係の再生 産
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とい う視点か ら図書館 を研究す る こ との 重要性 は，
1970年代 に す で に ハ リス に よ っ て 示 さ れ て い た 。 し
か しハ リス は図書館史の ．般図式の提示に とどま り，
モ デ ル の 解釈に かか わ る実証的 な分析は必ず しも 1．
分 になされ なか っ た 。 ポ ーリーの 研究 は 基 本的に は
ハ リ ス ら修正 解釈派の 立場を立 脚点 とす る もの の ，
修正解釈派研究 の 問 題点 と して 指摘 され て きた実証
性 や 論拠 と な る 史料 に 関 わ る 課 題 を 克服 し て い る tt
　具体的に い えば，そ れ はポーリーが展開して きた
図書館 と プ リ ン ト ・カ ル チ ャ ーの 歴 史研究 を通 じて
行わ れ た もの で あ り，指導教員で あ っ た ウ ィ ーガ ン
ドの 影響が 大 きい 。す で に 述 べ た よ うに ，ウ ィ ーガ
ン ドは
，
1990年代半ば か ら 図書館情報学の 問題点を
克服 しつ つ 図書館研 究 を進 め て い くた め に，読書や
多様 な読書装置 を対 象と す る批 判的研 究 で あ る リー
デ ィ ン グ ・ス タ デ ィ ーズ の 導入 を提 唱 し て い た野
ウ ィーガ ン ドは 図書館 以 外 の プ
．
リ ン ト ・カ ル チ ャ ー
の 領域に 図 書館情報学の 対象を広げる こ と，そ し て
研究対象 とな る事象を階級，ジ ェ ン ダー，人種，民
族的 マ イ ノ リテ ィ と い っ た 今 まで の 図書館研究 に欠
落 し て い た特定 の 切 り口 か ら再検証 し， 再構築 し て
い くこ と を要求 して い た 。 ポーリーは ウ ィーガ ン ド
か らの 研究 上 の 期待 に 応 え ， ラ イ ブ ラ リ ア ン シ ッ プ
を取 り巻 く文化政治構造 の 見直しを行 う動的な歴 史
研究を展開 した の で ある、，
　批判 的研 究 は文化そ の もの へ の 洞察 を要求 し，ま
た文化 を生 み 出 し再生 産す る社 会的構造 へ の 考察 を
重視す る 。 そ して 文化政治 的課題 と向き合 い ，そ れ
まで に構築し て きた図書館学 に かかわ る 埋 念 や信念
を問 い 直す もの である。こ の ような作業が図書館 情
報学研究に とっ て 重要で ある こ とは い うまで もない
が，す べ て の 価値を権力闘争の 要因 と み なす こ とで ，
一走の コ ン セ ン サ ス を遠ざけた り，ある い は抽象的
な議論 に とどま る危険性を も持 っ て い る 。
　 ポーリーの 研究が こ うした陥穽を回避 で きた理 出
は
，
メ タ レベ ル で の 議論 と実証的 な歴史研究が 並行
して進め られ て きた か らだ と考えられ る。ポ ーリー
は図書館情報学に お け る文化政治学的な視座の 重要
性 を提示 しなが ら，同時 に実践 の レ ベ ル で の 文化政
治的差異の 実証的 な 分析 を継続 し て 行 っ て きた c、こ
の こ とに よ り，ポーリ のー 批判的図書館研究 は ，図
書館情報学領域 に おけ る 批判的研究 を一段階上 の レ
ベ ル に押 し上 げ た と言え る の で ある 。
　　吉 田，川 崎 ： ク リ ス テ ィ ン ・ボ ・．リ ーと図書館 史研 究
　本稿 を ま とめ る に あ た っ て ，ハ ワ イ大 学 コ ン
ピ ュ ータ情報科学部 の 安里 の り子先 牛 ， 実践女子大
学文学部 の 小林卓先生 ，明治大学文学部 の 三浦太郎
先生か ら相関図書館学方法論研究会 の 折 に貴重 な ア
ドバ イス をい た だ い た こ と を感謝 します 。
　本研 究 は 2009年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 （蛬盤 研 究
〔C）） 「批
L
団的 図書館史研究 の 構築」 の 助 成 を受 け
て い る 。
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視察に参加 した報告 で あ る 。 シ ドニ ー，ブ
リ ス ベ ン の 学 校 図 書館 （公 立小学 校 ・中学
校 ・高等学校，私 立小学校 ・中学校 ・高等
学校） を視察する こ と が で きた 。 学校図書
館に 対す る人 的配置に つ い て は，日本 と1司
様に恵 まれ て い る とは 言 えない が ，司書教
諭の位置づ けが学校内で な さ れ て お り，司
書教諭が コ ーデ ィ ネ イ ト役 と して ，学校図
書館 の 活用 が 学校教育 の 中に位置づ け られ
て い た 。 また，州政府 も学校図書館を活用
す る こ とが学校教育で は重要で あ る ，とい
う意識を持 っ て 教育政策に取 り入 れ て い た
こ とな どを，現地 で撮影 し た 写真 とともに
紹 介す る。
《第 279回》
日 時 ：201 ユ年4 月 9 日（」二）M ：00〜16 ：00
会　場 ：大阪市立難波市民学習 セ ン ター第 3 研 修室
　　　　大阪市浪速 区湊町 1f 目 4 番 1号
　　　　JR 難波駅 EOCAT ビ ル 4 階
　　　　地 下 鉄 四 つ 橋線 ・千 日前線 ・御堂筋線な ん
　　　　ば馴 または近鉄難波駅 ド申
　 　 　 　 TEL ：06−6643−7010
発表者 ：鎌田　均氏 （ア リ ゾ ナ大学日本研究司書）
テ ーマ ：図書館の サ ービ ス 空 間 ：ア メ リ カ に お け る
　　　　大学図書館 サービ ス
要 旨 ：情報 テ ク ノ ロ ジー，電子資料 の 普及 が 進 む
　　　　中，よ り多くの 図書館資料へ の ア ク セ ス ，
　　　　サービ ス が オ ン ラ イ ン 上 で 提供 され る よ う
　　　　にな っ て い る 。 そ の 一方で ，大学図書館 へ
　　　　実際 に足 を運 ぶ 利 用 者の利用 の ス タ イ ル ，
　　　　 ニ ーズ も変 化 しつ つ あ る 。 こ の ， ヴ ァ ーチ ャ
　　　　 ル な空間，また場所と して の 図書館 と して
　　　　の 観点か ら，ア メ リ カ 大学図 書館 に お け る
　　　　図書館 サ ービ ス の 具体 例 を と りあげ，現 状
　　　　 を検証する t，
《第278回》
テ
ー
マ ： オ
ース トラ リ ア の 学校 図書館
　　　　シ ドニ ー，ブ リ ス ベ ン の学校図書館視察報告
日　時 ：2011年 3 月12日 （土）14 ：00・− 16 ：30
会 場 ：大阪府立 中之島図書 館ふ れ あ い ル ーム
発表者 ：大平睦美氏 （堺 市教育委員会）
概 要 ：2010年 8 月に全国学校図書館協議会の 海外
●研究例会 は，日木図書館研究会 の 会員 ・非 会員を
　問 わ ず，ど なた で も自由 に ご参加い ただけます、，
　事前 の 申込等 も必 要あ りませ ん 。
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